
株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

～旅行業者に必要とされる保険です。この機会にぜひご加入をご検討ください～
2012年度「旅行業者賠償責任保険」・「旅程保証責任保険」現在募集中

JATA会員企業向け団体保険制度のご案内

JATA保険種類

旅行業者にみられる
費用負担事例

契約書面にて明示していた景観（海側
の部屋等）の客室を用意できず、別の
客室（山側の部屋等）が用意された。
旅行開始後に発覚し、旅程保証責任
に定められた変更補償金２％をお客様
に支払う必要が生じた。

旅行を中止すべき状態（悪天候等）に
おいて、不的確な指示をしたことにより
お客様が事故に遭遇し重傷を負わせ
た。
賠償責任をめぐり裁判となり、多額の争
訟費用、賠償金を支払う必要が生じた。

団体保険概要

契約書面に記載した旅程に企画旅行
約款別表に定める重要な変更が生じた
場合に、標準旅行業約款（企画旅行約
款）の旅程保証の規程に基づいて旅行
者に対して変更補償金を負担する場合
に生じる損害を補償します。

旅行業者としての業務を行うにあたり、
職務上相当な注意義務を尽くさなかっ
たことにより、他人の身体に障害を与え
たり、財物を損壊した場合、または財産
上の損害を与えた場合に、被保険者が
法律上の賠償責任を負担することに
よって被る損害を補償します。

補償の対象
となる損害

標準旅行業約款（企画旅行約款）の旅
程保証の規定に定められている別表の
補償率に応じて、旅行業者が旅行者に
支払った変更補償金の額。

法律上の損害賠償金
弁護士費用等の争訟費用
損害防止軽減費用
緊急措置費用
協力費用

対象業務
・企画旅行・企画旅行

・手配旅行
・その他の旅行契約

旅程保証責任保険旅行業者賠償責任保険

＊上記表は、JATA団体保険制度（旅行業者賠償責任保険、旅程保証責任保険）の概要を示したものです。詳細は、パンフレットJATAホームページ・「会
員向け有料サービス」または、㈱ジャタホームページhttp://www.yu-jata.comをご覧ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険㈱
共同引受保険会社：ＡＩＵ保険会社　エース損害保険㈱　ジェイアイ傷害火災保険㈱　三井住友海上火災保険㈱
＊上記保険の内容は、2012年12月1日午後4時から2013年12月1日午後4時までを保険期間とするご契約の内容です。
「補償内容等については、契約者である日本旅行業協会の事務局にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明点がありましたら㈱ジャタまたは引受保険会
社におたずねください。」
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2012年
11月10日発行
vol.69

http://www.jata-net.or.jp/
発行　一般社団法人 日本旅行業協会
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-3 全日通霞が関ビル3階
TEL：03-3592-1271（代表）　TEL：03-3592-1244（広報）
FAX：03-3592-1268

Travel Industry Monthly Report
 （今月の旅行業界）

じゃたこみ

一般社団法人 日本旅行業協会発行

11

素材研究  （海外）ラリベラ
　　　　 （国内）南三陸町
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こ
れ
か
ら
の
海
外
旅
行
市
場
と
旅
行
会
社
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　生井
一
郎
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
委
員
長

INTERVIEW
「東北1000人プロジェクト」25コース出そろう
吉川勝久国内旅行推進委員会委員長

2000万人時代に向けて──VW事業報告
VW事業推進特別委が第1回会合を開催
2016年までに訪米日本人旅行者数を375万人に　ほか

 北海道の観光振興を語る
村木一行氏（北海道建設部空港港湾局長）
落合周次氏（JATA北海道支部長）

現地対談

JATA従業員災害補償制度のご案内

お問い合わせ

株式会社 ジャタ　TEL 03-3504-1751
AIU保険会社 東京第二ICONオフィス　TEL 03-5637-0721

・業務中　・通勤途上中
・地震、噴火、津波時の労働災害の備えに

≪健康・医療の無料相談サービス≫
■24時間電話健康相談サービス　■メンタルケアカウンセリングサービス



巻頭インタビュー
「海外旅行の需要喚起
　～これからの海外旅行市場と旅行会社の役割」

創
意
工
夫
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

旅
行
需
要
の
開
拓
に
よ
り
市
場
の
拡
大
も
可
能
に

　海
外
旅
行
市
場
の
健
全
な
発
展
は
、旅
行
会
社
各
社
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
、そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、J
A
T
A
の
事
業
活
動
に
お
け
る
重
要
な
柱
の一つ
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、様
々
な
外
部
要
因
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
需
要
動
向
へ
の
対

応
は
、い
つ
の
時
代
も
、業
界
に
と
っ
て
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。堅
調
な
推
移
を
続
け
る
海

外
旅
行
市
場
の
現
状
と
今
後
の
J
A
T
A
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、海
外
旅
行
推

進
委
員
会
の
生
井
一
郎
委
員
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

生
井
一
郎
・
J
A
T
A
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（阪
急
交
通
社
・
代
表
取
締
役
社
長
）
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J
A
T
A
会
員
各
社
が
独
自
の
企
画
力
を

Ｑ　
海
外
旅
行
市
場
に
お
け
る
現
在
の
需
要
動

向
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
？

Ａ　
出
国
日
本
人
数
の
統
計
に
よ
る
と
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
昨
年
3
月
以
降
、
6
月

ま
で
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
ま
し
た

が
、
7
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
を
回
復
し
、
そ
の
後

も
、
一
昨
年
10
月
に
実
現
し
た
羽
田
空
港
の
再

国
際
化
や
円
高
が
追
い
風
と
な
っ
て
、
今
年
8

月
ま
で
14
カ
月
連
続
で
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
な

ど
、
非
常
に
好
調
な
推
移
を
示
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
9
月
は
、
領
土
問
題
な
ど
の
影
響
で

15
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
1
月
か
ら
9
月

ま
で
の
累
計
で
は
前
年
同
期
比
13
・
３
％
増
と

Ａ　
そ
の
底
堅
い
海
外
旅
行
市
場
の
旺
盛
な
旅

行
意
欲
を
維
持
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
多
様
化
」
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
直
近

の
状
況
で
言
え
ば
、
中
国
・
韓
国
方
面
が
減
少

す
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
地
域
の
そ
の
他
の
国
や

ハ
ワ
イ
・
北
米
と
い
っ
た
方
面
が
健
闘
す
る
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

多
様
化
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
旅
行
会
社
は

一
層
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
も
応
え
ら
れ
る
提
案
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
求
め
る
旅

行
を
提
案
す
れ
ば
、
旅
行
需
要
を
さ
ら
に
開
拓

し
、
海
外
旅
行
市
場
の
拡
大
も
可
能
と
な
る
は

ず
で
す
。

　
同
時
に
、
一
定
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
以
上
に
、
日
本
の
社
会
が
人
口
減
少
に
向
か

う
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
市
場
や
若
年
層
の
活
性

化
な
ど
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
十
人
十
色
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
旅
行
会
社
各
社
が
「
十
社
十
色
」
と
い
う

よ
う
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
正
会
員
１
１
２
６
社
が
高
齢

層
向
け
に
ゆ
と
り
の
あ
る
旅
行
商
品
を
企
画
し

2
桁
台
の
伸
び
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
は
、
２
０
０
０
年
代

に
入
っ
て
か
ら
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
な
ど
、
常
に
海
外
で
の
様
々
な
事
象
が
阻
害

要
因
と
な
っ
て
、
一
時
的
な
需
要
の
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
局
面
を
繰
り
返
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
そ
の
都
度
、
市
場
は
強
靭
な
回
復
を
示

し
、
長
期
的
に
見
れ
ば
緩
や
か
な
増
加
傾
向
を

辿
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
非
常
に
底
堅
く
、
旅
行
業

界
に
と
っ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
の
委
員
長
と
い
う

立
場
で
、
そ
う
し
た
市
場
に
対
し
て
旅
行
業
界

は
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
と
考
え
ま

す
か
？

た
り
、
若
年
層
を
動
か
す
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
開

発
し
た
り
、
各
社
の
持
つ
企
画
力
を
十
二
分
に

発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

米
国
と
欧
州
で
J
A
T
A
主
導
の
取
り
組
み

Ｑ　

V
isit W

orld

事
業
で
は
今
年
度
下
期
か

ら
来
年
度
に
か
け
て
、
米
国
の
観
光
促
進
機
関

で
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
る

「
日
本
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
取
扱
関
係
会
社
・
団
体
間
と
の
連

携
に
よ
る
「T

eam
 Europe

」
を
両
輪
と
す

る
展
開
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
「
日
本
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」

に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

Ａ　
「
日
本
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
は
、
海

外
市
場
か
ら
米
国
へ
の
観
光
需
要
の
活
性
化
を

目
的
に
、

２
０
１
０

年
3
月
に

制
定
さ
れ

た
観
光
業

促
進
法
に

基
づ
い
て

ブ
ラ
ン
ド

Ｕ
Ｓ
Ａ
が

発
足
し
た

の
を
受

け
、
ア
メ

リ
カ
本
土

へ
の
旅
の

2012年の海外旅行市場は1〜9月累計で13.3％の増加。さらなる維持・伸長のため
には「多様化」がキーワードと生井委員長。（写真提供：成田国際空港株式会社）
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「海外旅行の需要喚起
　～これからの海外旅行市場と旅行会社の役割」

創
意
工
夫
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

旅
行
需
要
の
開
拓
に
よ
り
市
場
の
拡
大
も
可
能
に

　海
外
旅
行
市
場
の
健
全
な
発
展
は
、旅
行
会
社
各
社
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
、そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、J
A
T
A
の
事
業
活
動
に
お
け
る
重
要
な
柱
の一つ
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、様
々
な
外
部
要
因
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
需
要
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向
へ
の
対

応
は
、い
つ
の
時
代
も
、業
界
に
と
っ
て
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
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調
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推
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を
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海

外
旅
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場
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現
状
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後
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J
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て
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取
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組
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推
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委
員
会
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井
一
郎
委
員
長
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ま
し
た
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J
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魅
力
を
日
本
の
消
費
者
に
伝
え
、
潜
在
需
要
の

喚
起
も
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
相
互
に

重
要
な
訪
問
先
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
日
本
か

ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
訪
問
交
流
を
促
進
し
、
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
と
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
の
協
働
に
よ
り
日

本
人
旅
行
者
数
の
増
加
と
滞
在
日
数
の
伸
長
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ

Ｓ
Ａ
が
必
要
に
応
じ
て
政
府
を
含
む
他
の
団
体

と
の
協
働
や
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
旅
博
とPow

W
ow

の
相
互
交
流
も
深
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
「T

eam
 Europe

」
に
つ
い
て
は
、
如

何
で
す
か
？

Ａ　

欧
州
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年

度
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（E

u
rop

ean
 T

rav
el 

C
om

m
ission

）
の
日
本
で
の
拠
点
が
撤
退

用
で
き
る
局
面
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。旅

行
会
社
各
社
に
は
、そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
商

材
を
活
か
し
、独
自
の
取
り
組
み
を
行
う
知
恵

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
と
し
て
も
、民
間
交
流
を
通
じ
て
需
要
喚

起
を
促
す
今
回
の
よ
う
な
事
業
は
、今
後
も
積

極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
も
ウ
ィ
ン・ウ
ィ
ン
の
モ
デ
ル
構
築
へ

Ｑ　
地
方
に
お
け
る
海
外
旅
行
需
要
の
喚
起
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

Ａ　
現
在
、
地
方
空
港
か
ら
海
外
へ
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
海
外
旅
行

市
場
の
堅
調
な
推
移
を
支
え
る
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
自

治
体
と
地
方
空
港
、
地
元
旅
行
会
社
と
の
協
力

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
方
に

お
け
る
海
外
旅
行
需
要
喚
起
策
と
し
て
は
、
非

常
に
有
効
な
施
策
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
最
大

限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
北
海
道
で
の
「
海
外
国
際
直
行
便
就
航

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
ま
た
、
中
京
圏
に
お
け
る

「
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、

地
域
か
ら
の
海
外
旅
行
需
要
を
促
進
す
る
行
政

や
関
係
団
体
に
よ
る
取
り
組
み
も
、
大
切
な
後

押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
や
は
り
、
地
方
に
お
い
て
も
、
旅

行
会
社
に
よ
る
創
意
工
夫
の
努
力
こ
そ
が
、
地

域
に
お
け
る
海
外
旅
行
市
場
の
活
性
化
を
も
た

ら
す
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
海
外
旅

し
、
欧
州
方
面
へ
の
観
光
旅
行
促
進
の
活
動
で

核
と
な
る
団
体
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
期

に
、
欧
州
各
国
の
財
政
が
危
機
的
な
状
況
に
陥

り
、
各
国
で
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
の
削

減
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
残
っ
た
少
な
い
予
算
も

需
要
が
急
伸
し
て
い
る
新
興
国
向
け
の
活
動
に

振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
競
争
が
激
化
す
る
中

で
、
欧
州
旅
行
を
取
り
扱
う
日
本
の
海
外
旅
行

業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
Ｂ
２
Ｂ
２
Ｃ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
強
化
・
活
性
化
を
図
り
、
欧

州
旅
行
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
そ
う
と
い

う
の
が
「T

eam
 Europe

」
の
狙
い
で
す
。

関
係
会
社
や
団
体
間
の
情
報
交
換
を
密
に
し

て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
欧
州
へ

の
旅
行
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
展
開
を
実
践
す
る
と
同

時
に
、
業
界
全
体
の
情
報
収

集
力
・
企
画
力
の
向
上
を
目

指
し
て
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
活

動
な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し

ま
す
。

Ｑ　
「
日
本
ア
メ
リ
カ
観

光
交
流
年
」
や
「T

eam
 

Europe

」
に
つ
い
て
、
旅

行
会
社
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　
こ
れ
ら
の
展
開
は
、旅

行
会
社
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
拡
げ
る
も
の
で
あ

り
、商
材
と
し
て
有
効
に
活

行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
商
品
や
海

外
旅
行
に
行
き
や
す
い
ツ
ア
ー
を
つ
く
れ
ば
、

自
ず
と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
も
加
速
す
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

Ｑ　
い
よ
い
よ
日
本
で
も
動
き
が
本
格
化
し
て

き
た
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
期
待
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　
日
本
路
線
に
お
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
拡
大

が
、
海
外
旅
行
市
場
の
需
要
喚
起
に
貢
献
す
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
既
存
の

大
手
航
空
会
社
と
は
異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
基
づ
い
て
運
航
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
機
材

の
大
き
さ
や
流
通
政
策
の
違
い
に
よ
る
航
空
座

席
の
確
保
や
手
数
料
の
問
題
な
ど
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
固

有
の
テ
ー
マ
も
あ
り
、
そ
の
関
係
調
整
は
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
10
月
29
日
か
ら
成
田
空
港
に
就
航
し

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
グ
ル
ー
プ
の
中
距
離
路

線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ
る
ス
ク
ー
ト
の
よ
う
に
、
当
初

か
ら
旅
行
会
社
の
流
通
網
に
大
き
く
依
存
す
る

方
針
を
示
す
よ
う
な
動
き
も
出
て
き
て
い
ま

す
。ま
た
、す
で
に
路
線
ご
と
や
旅
行
会
社
ご
と

に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
の
付
き
合
い
方
に
多
様
な
広
が

り
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
の
中
か
ら
、
旅
行
会
社
と
Ｌ

Ｃ
Ｃ
が
相
互
に
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
と
な

れ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
も
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
そ
う
い
う
新
し
い
モ
デ
ル
を
応
援
す

る
ス
キ
ー
ム
を
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
用
意
す
る
こ
と
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

生井一郎・JATA海外旅行推進委員会委員長



 

北
海
道
の
観
光
振
興
を
語
る

道
や
経
済
団
体
と
の
協
働
で
市
場
も
活
性
化

　　　＜出席者＞
●村木一行氏
　（北海道建設部空港港湾局長）

●落合周次氏
　（JATA北海道支部支部長／
　日本旅行北海道・代表取締役社長）

現
地
対
談

　タ
イ
国
際
航
空
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
が
相
次
い
で
新
千
歳
空
港
か
ら
の
新
規
路
線
を
開

設
し
た
北
海
道
。今
年
は
出
国
率
も
6
％
を
超
え
る
見
通
し
で
、J
A
T
A
北
海
道
支
部
で

も
、道
庁
を
は
じ
め
関
係
各
方
面
と
の
協
力
を
通
じ
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
活
性
化
に
向
け
て
、

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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「若年層も海外に出かけられる取り組みや仕掛けを」
（落合氏）

「路線維持の観点からはアウトバンドも非常に大切」
（村木氏）

ら
い
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
大
き
く
偏
っ
て
い

ま
す
。
需
要
の
偏
重
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る

た
め
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

村
木
局
長　
道
と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
と
タ
イ
へ

の
路
線
が
開
設
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
、

「
国
際
線
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

中
で
す
。
新
千
歳
空
港
発
着
で
ハ
ワ
イ
・
タ
イ

へ
の
旅
行
を
し
て
も
ら
う
モ
ニ
タ
ー
募
集
、
海

外
旅
行
情
報
や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
を
配

信
す
る
海
外
旅
行
モ
ニ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
募

集
な
ど
を
通
じ
て
、
市
場
の
裾
野
拡
大
や
潜
在

需
要
の
顕
在
化
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

落
合
支
部
長　
「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア
」
も
道
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
連
動
す
る
も
の
で
し
た
が
、

「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
※
2
）
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
海
外
旅
行

が
当
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

に
も
拍
車
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

村
木
局
長　
出
国
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
パ

ス
ポ
ー
ト
保
有
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
2
0
1
1
年
時
点
で
、
全
国
平
均
の
23
・

3
％
に
対
し
て
、
北
海
道
は
14
・
3
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

留
学
を
開
始
し
ま
す
。
現
地
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
に

も
努
め
、
道
で
は
こ
う
し
た
学
生
と
連
携
し
、

他
大
学
の
学
生
や
道
民
の
海
外
渡
航
を
促
す
事

業
を
展
開
し
て
い
く
方
針
で
す
。

落
合
支
部
長　
10
月
20
日
と
21
日
に
開
催
さ
れ

た
「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア
2
0
1
2
」
（
※
1
）

に
も
沢
山
の
方
々
が
来
場
し
、
ハ
ワ
イ
や
タ
イ

へ
の
新
規
路
線
開
設
は
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま

す
。
路
線
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
、
旅
行
業
界

も
協
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
木
局
長　
食
と
の
関
連
で
も
、
道
で
は
生
鮮

食
品
を
ク
ー
ル
宅
配
便
で
香
港
や
東
南
ア
ジ
ア

に
運
ぶ
と
い
う
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
地
へ
モ
ノ
を
送
っ
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

実
際
に
北
海
道
に
も
来
て
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
パス
ポ
ー
ト
取
得
の
促
進
を

落
合
支
部
長　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
の
バ
ラ
ン
ス
は
ア
ジ
ア
圏
で
は
75
：
25
く

バン
コ
ク
、ホ
ノ
ル
ルへの
新
路
線
に
期
待

落
合
支
部
長　
北
海
道
か
ら
の
出
国
率
は
一
昨

年
が
5
・
5
％
で
し
た
が
、
今
年
は
6
％
を
超

え
る
見
通
し
で
す
。
2
0
0
0
年
に
過
去
最
高

の
40
万
人
超
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
戻

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
木
局
長　
10
月
末
か
ら
タ
イ
国
際
航
空
の
バ

ン
コ
ク
線
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
ホ
ノ
ル
ル
線

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
路
線
維
持
と
い
う
観
点

か
ら
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
非
常
に
大
切
で

す
。

落
合
支
部
長　
北
海
道
の
人
口
が
減
っ
て
い
る

状
況
の
中
で
、
海
外
も
含
め
た
交
流
人
口
の
拡

大
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
若
年
層
も
海
外
に

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
仕
掛
け
を

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
木
局
長　
札
幌
国
際
大
学
が
語
学
研
修
制
度

に
よ
っ
て
学
生
を
海
外
に
送
り
出
す
取
り
組
み

を
始
め
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
同
大
は
来
年
度
か
ら
、
ハ
ワ
イ
で
の
短
期

た
が
、
今
年
は
J
A
T
A
か
ら
の
支
援
も
い
た

だ
き
、
海
外
に
行
け
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
も
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
道
と
し
て
は
、
今
後
も
関
係

団
体
と
連
携
し
て
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1
「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア
2
0
1
2
」
は
、
北
海
道
海

外
旅
行
促
進
事
業
推
進
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

J
A
T
A
が
特
別
協
賛
し
ま
し
た
（
10
ペ
ー
ジ
に

詳
報
）

※
2
「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

北
海
道
海
外
旅
行
促
進
事
業
実
行
委
員
会
が
企
画

し
、
道
や
新
千
歳
空
港
国
際
化
推
進
協
議
会
が
後

援
し
て
い
ま
す
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　（国内）南三陸町（宮城）　漁業などの体験プログラムも復活へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21
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今月の表紙　ドブロヴニク

「行こうよ！東北」のロゴにご注目ください

JATAでは、東北復興支援プロジェクトの一環として
ロゴを作成しました。それぞれに違う魅力を持つ東北
6県をパズルで表現しています。

 現地対談　北海道の観光振興を語る
道や経済団体との協働で市場も活性化
出席者・村木一行氏（北海道建設部空港港湾局長）、
　　　 落合周次氏（JATA北海道支部支部長）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
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旅
行
会
社
主
体
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を

J
A
T
A

　
菊
間
潤
吾
会
長

　Ｖ
Ｗ
事
業
に
つい
て
は
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
最

も
重
要
な
活
動
の一つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。海

外
旅
行
の
需
要
を
喚
起
し
、会
員
各
社
に
対

し
て
市
場
の
パ
イ
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
や
って
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　Ｖ
Ｗ
事
業
を
推
進
す
る
２
本
の
柱
と
し

て
、「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」と

「T
EA
M
  EU

RO
PE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
動

き
始
め
ま
す
。ど
ち
ら
も
、日
本
の
旅
行
会
社

が
現
地
側
と
協
力
を
し
て
、出
来
る
こ
と
を
一

緒
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　か
つ
て
は
、航
空
会
社
や
観
光
局
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
形
で
、旅
行
会
社

が
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
送
客
を
担
う

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、ま

さ
に
、わ
れ
わ
れ
旅
行
会
社
が
主
体
と
な
っ

て
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
な

動
き
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
で
す
。そ
の
認
識
が
Ｖ
Ｗ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、今
度
の「
日
本
・ア
メ

リ
カ
観
光
交
流
年
」
も
「T

E
A
M
  

EU
RO
PE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
、そ
の
象
徴
的

な
形
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
、ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロッ
パ
で
様
々
な
動

き
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
こ
で
成

功
事
例
を
い
く
つ
も
作
っ
て
、他
の
地
域
で
も

同
様
の
展
開
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
需
要
喚
起
策
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。
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ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
2
0
0
0
万
人

に
向
か
っ
て
前
進

V
W
事
業
推
進
特
別
委
員
会
が
第

1
回
会
合
を
開
催

　

V
W
事
業
推
進
特
別
委
員
会
は
10
月
11

日
、
東
海
大
学
校
友
会
館
で
第
1
回
会
合
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
田
川
博
己
委
員
長
は
会
合
の
冒

頭
で
、
「
環
境
整
備
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
年
間
2
0
0
0
万
人
達

成
は
可
能
だ
と
確
信
し
て
い
る
」
と
語
り
、

「
委
員
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
2
0
0
0
万

人
に
向
か
っ
て
前
に
進
み
た
い
」
と
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
庁
の
志
村
格
次
長
は
、
「
観
光

庁
と
し
て
も
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
「
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A

と
の
『
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
』
の
制

定
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
は
そ
の
一
つ

で
あ
り
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
拡
大
を
祈
念
す

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
1
回
会
合
で
は
、
2
0
1
2
年
度
上
期

V
W
事
業
報
告
と
2
0
1
2
年
度
下
期
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
、
V
W
事
業
推
進
の
柱

と
な
る
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」

「
T
E
A
M 

E
U
R
O
P
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
合
に
出
席
し
た
日
本
航
空
の
担
当
役
員
か
ら

「
4
月
の
ボ
ス
ト
ン
線
に
続
い
て
、
12
月
に
は

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
線
に
就
航
す
る
予
定
で
、
旅
行

会
社
が
売
り
や
す
い
よ
う
に
環
境
整
備
を
進
め

た
い
」
と
説
明
が
あ
り
、
全
日
空
の
担
当
役
員

か
ら
も
「
新
地
点
の
路
線
開
設
を
計
画
し
て
い

る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」

の
覚
書
に
調
印

2
0
1
6
年
ま
で
に
訪
米
日
本
人

旅
行
者
数
を
3
7
5
万
人
に

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
J
A
T
A
）
は
9
月
21

日
、
米
国
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
数
を
拡
大

す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と
協
力
し
て

「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
を
今
年
9

月
か
ら
来
年
8
月
ま
で
の
1
年
間
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
覚
書
を
調
印
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
日
本
側
か
ら
観
光
庁
の
志
村

格
次
長
と
同
庁
観
光
産
業
課
の
寺
田
吉
道
課

長
、
米
国
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
ワ
イ
レ

ガ
ラ
公
使
、
商
務
省
・
米
国
観
光
旅
行
産
業
諮

問
委
員
会
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
委
員
長
の
4
氏

が
立
ち
会
い
、
J
A
T
A
の
田
川
博
己
副
会
長

と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
の
ポ
ー
ル
A
・
セ
ル
ー
ラ

事
業
開
発
担
当
最
高
責
任
者
が
覚
書
へ
の
調
印

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
は
、
日

本
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
、
2
0
1
6
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ

へ
の
日
本
人
渡
航
者
数
3
7
5
万
人
の
達
成
を

目
指
す
と
同
時
に
、
両
国
の
相
互
交
流
の
拡
大

を
進
め
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
寄
与

も
図
り
ま
す
。

　
1
年
間
の
観
光
交
流
年
で
は
、
⑴
日
本
・
ア

メ
リ
カ
観
光
交
流
年
の
告
知
と
認
知
向
上
、
⑵

旅
行
会
社
の
啓
発
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
、
⑶
新
規
旅
行
商
品
開
発
を
促
進
す
る
プ
ラ

ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
と
実
施
、
⑷
日
米

姉
妹
都
市
間
の
交
流
促
進
を
通
じ
た
旅
行
需

要
の
喚
起
、
⑸
新
規
就
航
都
市
路
線
を
支
援

す
る
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
と
実

施
、
⑹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の

Pow
W
ow

へ
の
相
互
参
加
の
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
、
⑺
定
期
的
な
業
界
会
議
を
通
じ
た

日
米
旅
行
業
界
間
の
交
流
促
進
、
と
い
う
7
つ

の
主
要
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
詳
細
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
で
策
定
し
、
随
時
発
表
し
て
い
く

予
定
で
す
。

握手を交わす田川博己、ポールA.セルーラ両氏
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旅
行
会
社
主
体
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を

J
A
T
A

　
菊
間
潤
吾
会
長

　Ｖ
Ｗ
事
業
に
つい
て
は
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
最

も
重
要
な
活
動
の一つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。海

外
旅
行
の
需
要
を
喚
起
し
、会
員
各
社
に
対

し
て
市
場
の
パ
イ
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
や
って
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　Ｖ
Ｗ
事
業
を
推
進
す
る
２
本
の
柱
と
し

て
、「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」と

「T
EA
M
  EU

RO
PE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
動

き
始
め
ま
す
。ど
ち
ら
も
、日
本
の
旅
行
会
社

が
現
地
側
と
協
力
を
し
て
、出
来
る
こ
と
を
一

緒
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　か
つ
て
は
、航
空
会
社
や
観
光
局
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
形
で
、旅
行
会
社

が
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
送
客
を
担
う

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、ま

さ
に
、わ
れ
わ
れ
旅
行
会
社
が
主
体
と
な
っ

て
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
な

動
き
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
で
す
。そ
の
認
識
が
Ｖ
Ｗ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、今
度
の「
日
本
・ア
メ

リ
カ
観
光
交
流
年
」
も
「T
E
A
M
  

EU
RO
PE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
、そ
の
象
徴
的

な
形
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
、ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロッ
パ
で
様
々
な
動

き
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
こ
で
成

功
事
例
を
い
く
つ
も
作
っ
て
、他
の
地
域
で
も

同
様
の
展
開
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
需
要
喚
起
策
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。
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2
0
1
6
年
に
は
日
本
人
旅
行
者

2
0
0
万
人
に

日
本
ハ
ワ
イ
観
光
協
議
会
で
覚
書

に
調
印

　
第
6
回
日
本
ハ
ワ
イ
観
光
協
議
会
が
10
月
18

日
、
ホ
ノ
ル
ル
の
ハ
ワ
イ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
日
本
旅
行
業
協
会

（
J
A
T
A
）
と
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
H
T
A
）
は
、
2
0
1
6
年

ま
で
に
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数
を

2
0
0
万
人
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
、

覚
書
（
M
O
U
）
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
覚
書
に
は
、
J
A
T
A
と
H
T
A
が
今
後
4

年
間
に
わ
た
り
、
⑴
2
0
0
万
人
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
伴
う
達

成
計
画
を
策
定
・
実
行
す
る
こ
と
、
⑵
日
本
市

場
に
お
け
る
ハ
ワ
イ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
た

め
に
協
力
す
る
こ
と
、
⑶
日
本
か
ら
の
ハ
ワ
イ

向
け
旅
行
商
品
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
、
⑷

ハ
ワ
イ
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
た
め
日
本
人

旅
行
者
の
平
均
滞
在
日
数
の
拡
大
を
目
指
す
こ

と
、
⑸
ハ
ワ
イ
旅
行
の
阻
害
要
因
削
減
と
航
空

輸
送
力
増
加
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る

こ
と
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
H
T
A
の
マ
イ
ク
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
会
長

は
、
「
M
O
U
と
い
う
歴
史
的
な
絆
に
よ
り
、

ハ
ワ
イ
と
日
本
の
信
頼
関
係
が
い
っ
そ
う
強
ま

る
こ
と
に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
同
会
長

は
、
市
場
拡
大
の
た
め
に
州
政
府
や
市
当
局
か

ら
割
り
当
て
ら
れ
た
予
算
を
日
本
向
け
に
活
用

す
る
考
え
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
M
O
U
に
調
印
し
た
J
A
T
A
海

外
旅
行
推
進
委
員
会
の
林
田
健
夫
副
委
員
長

は
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数
が

か
つ
て
は
2
2
0
万
人
を
超
え
て
い
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
「
今
年
は
1
4
0
万
人
と
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、
2
0
0
万
人
は
十
分
に
可

能
な
数
字
。
2
0
1
6
年
の
年
間
海
外
旅
行

者
数
2
0
0
0
万
人
の
実
現
に
向
け
て
も
、

2
0
0
万
人
を
達
成
で
き
る
よ
う
協
力
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
6
回
日
本
ハ
ワ
イ
観
光
協
議
会
で
は
、

J
A
T
A
の
長
谷
川
和
芳
事
務
局
長
が
日

本
の
海
外
旅
行
市
場
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
2
0
0
0
年
以
降
の
訪
ハ
ワ
イ
日
本
人
旅
行

者
の
減
少
に
つ
い
て
要
因
を
探
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
。
「
J
A
T
A
会
員
各
社
に
よ
る

ハ
ワ
イ
旅
行
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
団

体
・
M
I
C
E
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
」
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
イ
マ
ー
」
、
「
地
方
都

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
ネ
イ
バ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
」
、

「
M
I
C
E
」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ

た
3
つ
の
分
科
会

で
は
、
双
方
の
関

係
者
が
活
発
な
議

論
を
行
い
ま
し

た
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
期
待
感

「
旅
博
2
0
1
2
」
に
ブ
ー
ス
出

展
し
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
J
A
T
A
）
研
修
・
試

験
部
は
9
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
旅
博
2
0
1
2
」

に
ブ
ー
ス
出
展
し
、
来
場
者
に
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
D
S
）
事

業
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
J
A
T
A
研
修
・
試
験
部
で
は
、
2
0
0
5

年
度
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
向

上
と
人
材
育
成
を
主
な
目
的
と
す
る
資
格
認
定

制
度
と
し
て
「
ト
ラ
ベ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制

度
」
を
運
営
し
て
お
り
、
同
制
度
を
構
成
す
る

3
種
類
の
資
格
制
度
の
う
ち
中
核
を
成
す
の
が

D
S
制
度
で
す
。
海
外
旅
行
を
計
画
し
て
い
る

お
客
様
に
、
よ
り
明
確
な
提
案
や
助
言
、
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
海
外
旅
行
商
品
の
企
画
開
発

な
ど
が
行
え
る
よ
う
、
各
国
の
政
府
観
光
局
な

ど
の
協
力
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
格

取
得
の
た
め
に
受
講
・
学
習
す
る
D
S
養
成
講

座
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
発
足
当
初
の
12
講
座

か
ら
22
講
座
（
33
カ
国
・
地
域
）
ま
で
拡
充
、

受
講
者
数
も
1
万
人
を
超
え
て
資
格
認
定
者
は

6
5
0
0
人
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
旅
博
2
0
1
2
」
で
の
ブ
ー
ス
出

展
は
、
業
界
関
係
者
や
学
生
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
お
客
様
に
も
D
S
事
業
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
紹
介
パ
ネ

ル
を
展
示
し
た
ブ
ー
ス
へ
来
場
者
を
誘
導
す
る

た
め
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ク
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、
ブ
ー
ス
前
で

は
紹
介
フ
ラ
イ
ヤ
ー
も
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

1
6
2
4
人
か
ら
の
回
答
を
得
て
お
り
、
D
S

資
格
認
定
制
度
を
知
ら
な
い
人
が
85
・
8
％
と

認
知
度
は
低
い
も
の
の
、
D
S
が
企
画
し
た
旅

行
商
品
に
興
味
を
感
じ
る
と
い
う
回
答
が
85
・

2
％
、
D
S
に
旅
行
相
談
を
し
て
み
た
い
と
い

う
回
答
も
59
・
5
％
で
過
半
数
を
占
め
、
D
S

に
対
す
る
お
客
様
の
期
待
が
高
い
こ
と
も
判
明

し
て
い
ま
す
。

　
J
A
T
A
研
修
・
試
験
部
と
し
て
は
、
D
S

養
成
講
座
の
内
容
と
資
格
認
定
試
験
の
質
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
高
め
、
D
S
資
格
の
価
値
向
上

を
目
指
す
方
針
で
す
。

「旅博2012」でDS事業を紹介しました。

マッカートニー会長（右）と林田副委員長（右から2人
目）の両氏。
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取
消
料
に
関
す
る
相

談
は
、
毎
年
、
当
相
談

室
に
入
る
申
出
区
分
の

中
で
も
最
も
多
い
項
目

で
す
。
な
か
で
も
、

『
こ
ん
な
場
合
で
も
取

消
料
が
発
生
す
る
の

か
？
』
と
い
う
申
し
出
と
し
て
頻
度
が
高
い
一
例
に
、
消
費
者

が
申
し
込
み
営
業
所
の
営
業
時
間
外
に
取
り
消
し
の
連
絡
を

メ
ー
ル
や
F
A
X
で
行
な
っ
た
場
合
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま

す
。
昨
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
し
込

み
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
営
業
所
で
申
し
込
み
さ
れ
た
場
合

の
相
談
も
相
変
わ
ら
ず
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

回
は
こ
の
相
談
頻
度
が
高
い
、
「
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
が
日
中

に
で
き
ず
、
営
業
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
た
め
メ
ー
ル
で
連
絡
し

た
が
、
取
消
料
を
請
求
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
例

に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

営
業
時
間
を
過
ぎ
て
の
連
絡
は
取
消
料
の
対
象
か
？

　

「
グ
ア
ム
の
ツ
ア
ー
に
参
加
の
予
定
だ
っ
た
が
、
仕
事
の
都

合
で
キ
ャ
ン
セ
ル
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
忙
し
く
て

な
か
な
か
申
し
込
み
の
営
業
所
に
電
話
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
ら
な
い
最
終
期
限
の
日
に
、

折
を
み
て
そ
の
営
業
所
に
電
話
を
何
度
か
か
け
た
が
、
話
し
中

の
よ
う
で
つ
な
が
ら
ず
、
結
局
、
営
業
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
。

　

そ
の
後
、
営
業
所
に
な
ん
と
か
伝
え
る
方
法
を
考
え
、
そ
の

日
の
う
ち
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
旨
を
メ
ー
ル
で
打
診
し
、
翌
日
改

め
て
返
金
方
法
を
聞
く
た
め
電
話
を
し
て
み
た
。
今
度
は
な
ん

と
か
早
々
に
電
話
が
つ
な
が
っ
て
、
昨
日
付
け
の
メ
ー
ル
で

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い
る
件
を
伝
え
て
返
金
を
依
頼
し
て
み
た

が
、
営
業
所
の
担
当
者
よ
り
、
メ
ー
ル
送
信
の
時
間
は
、
す
で

に
営
業
時
間
が
終
了
し
て
い
た
た
め
本
日
扱
い
と
な
り
、
そ
の

た
め
取
消
料
20
％
が
か
か
り
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
分
が
返
金

に
な
る
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
ち
ら
と
し
て
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
ら
な
い
そ
の
日

の
24
時
よ
り
前
の
期
限
内
に
、
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ー
ジ
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
ど

う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
！
」

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、
営
業
時
間
と

そ
こ
に
添
え
る
注
意
書
き
等
に
関
し
て
の
表
記
方
法
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
標
準
旅
行
業
約
款
に
は
営
業
時
間
や
休

業
日
に
関
し
て
の
規
定
は
な
い
た
め
、
「
約
款
に
定
め
の
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
法
令
又
は
一
般
に
確
立
さ
れ
た
慣
習
に
よ

り
ま
す
（
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
、
第
1
条
1
項
）
」
と

あ
り
、
商
法
の
規
定
に
よ
り
解
釈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
商

法
5
2
0
条
〈
取
引
時
間
〉
に
は
、
【
法
令
ま
た
は
慣
習
に
よ

り
商
人
の
取
引
時
間
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
取
引
時
間

内
に
限
り
、
債
務
の
履
行
を
し
、
ま
た
は
、
そ
の
履
行
の
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
】
と
あ
り
、
従
っ
て
、
取
引
す
る
時
間

（
＝
営
業
時
間
）
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
過
ぎ

て
か
ら
の
取
り
消
し
の
申
し
出
は
、
そ
の
日
に
受
付
け
し
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

営
業
時
間
と
注
意
書
き
の
表
記
は
明
確
に

　

左
記
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア
に
し
て
い
な
い
場
合
は

取
消
料
を
徴
収
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
留
意
す
べ

き
で
す
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
F
A
X
番
号
等
の
表
示
を
す
る
と
き
に

は
、
そ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
F
A
X
番
号
等
と
同
一
の

視
野
に
入
る
よ
う
に
、
営
業
時
間
及
び
営
業
時
間
を
過
ぎ

て
着
い
た
連
絡
は
、
翌
営
業
日
に
着
い
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
旨
の
注
意
書
き
を
添
え
る
。
ま
た
は
、
旅
行
の
取

り
消
し
の
申
し
出
は
当
該
メ
ー
ル
や
F
A
X
で
は
受
付
け

て
い
な
い
旨
、
及
び
取
り
消
し
の
申
し
出
は
営
業
時
間
内

に
電
話
で
行
う
べ
き
旨
の
注
意
書
き
を
添
え
る
な
ど
の
対

応
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
結
果
、
取
消
料
を
20
％
請
求
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

休
業
日
が
絡
む
場
合
は
要
注
意

　

ま
た
、
取
消
料
の
発
生
期
日
に
関
し
て
、
取
消
料
不
要
の
期

間
の
最
終
日
が
〔
休
業
日
〕
だ
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
民
法
1
4
2
条
〈
期
間
満
了

の
特
例
〉
で
【
期
間
の
末
日
が
日
曜
日
、
国
民
の
休
日
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
、
そ
の
他
の
休
日
に
当
た
る
と
き

は
、
そ
の
日
に
取
引
し
な
い
慣
習
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
期
間

は
、
そ
の
翌
日
に
満
了
す
る
】
と
あ
る
の
で
、
翌
営
業
日
が
取

消
料
不
要
の
期
間
の
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

　

従
っ
て
今
件
の
よ
う
な
メ
ー
ル
や
F
A
X
等
に
よ
る
発
信
連

絡
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
翌
営
業
日
ま
で
に
取
り
消
し
の
連

絡
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
取
消
料
を
収
受
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。こ
の
休
業
日
が
絡
む
件
に
関
し
て
は
誤
っ
た
案
内
を

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



消費者相談室ハイ！
こちら

法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　
三
浦
雅
生
）

第
2
回 「
取
引
条
件
説
明

　
　
書
面
」を
知
る

法務の窓口 お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
②

今
回
の
テ
ー
マ
：
取
消
料
②

8   2012 NOV  JATA Communication

　

募
集
型
企
画
旅
行
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
お
客

様
に
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
「
そ
ん
な
長
っ
た
ら
し
い
名
前
の
書
面
な
ん
て
聞
い
た
こ

と
な
い
ぞ
」
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
は
違
う
の
か
」
「
旅
行
条
件

書
な
ら
知
っ
て
い
る
け
ど
」
…
と
思
っ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
と
は
？

　

旅
行
業
法
に
よ
る
と
、
旅
行
業
者
又
は
旅
行
業
者
代
理
業
者

は
、
旅
行
者
と
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、取
引
条
件
に
つ
い
て
旅
行
者
に
説
明
を
し
、そ
の
内
容

が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
同
法

第
12
条
の
４
第
１
項
、
第
２
項
）。
こ
の
書
面
を「
取
引
条
件
説

明
書
面
」と
呼
び
ま
す
。そ
し
て
、「
取
引
条
件
説
明
書
面
」を

交
付
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
今
度
は
、
遅
滞
な
く
、

「
契
約
書
面
」を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
同
法
第
12
条

の
５
第
１
項
）。
た
だ
し
「
契
約
書
面
」
に
記
載
す
る
事
項
は

「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
す
の
で
、

実
務
に
お
い
て
は
新
た
に「
契
約
書
面
」を
作
成
す
る
こ
と
は
せ

ず
、「
取
引
条
件
説
明
書
面
」を〝
流
用
〟す
る
の
が
通
常
で
す
。

　

具
体
的
に
は
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
事
項
の
う
ち
、
①
〝
契
約
の
締
結
年
月
日
〟
に
つ
い
て
は

申
込
金
領
収
書
に
記
入
さ
れ
た
領
収
日
の
記
載
で
補
い
、
②

〝
企
画
旅
行
業
者
と
の
連
絡
方
法
〟
に
つ
い
て
は
確
定
書
面

（
最
終
日
程
表
）
に
電
話
番
号
等
を
記
載
し
て
補
い
ま
す
。
こ

れ
ら
①
と
②
の
書
面
を
旅
行
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
契
約
書
面
」
と
し
て
必
要
な
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
（
通
達
に
よ
り
、
取
引
条
件
を
説
明
し
た
書
面
の

記
載
内
容
に
従
っ
た
契
約
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
記
載
事

項
に
つ
い
て
は
契
約
書
面
の
交
付
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
い
、
さ
ら
に
「
契
約
書
面
」
は
数
種
の
書
面
に
よ
っ
て
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
。

い
わ
ゆ
る「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」と
は
？

　

と
こ
ろ
で
、
旅
行
業
法
・
標
準
旅
行
業
約
款
の
ど
こ
を
探
し

て
も
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
単
語
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

実
は
広
告
と
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
の
両
方
の
機
能
を
備
え

た
冊
子
を
業
界
で
は
一
般
的
に
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
（
あ
る
い

は
一
枚
ペ
ラ
紙
だ
と
「
ち
ら
し
」
）
等
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
す
。

　

そ
れ
な
ら
ば「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を
交
付
し
て
お
け
ば
、
漏
れ

な
く
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
を
交
付
し
た
こ
と
に
も
な
る
の

か
？
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
実
態
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は「
旅
行
条
件
書
」と
は
？

　

「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
と
し
て
記
載
が
必
要
な
事
項
は
盛

り
沢
山
で
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
る
担
当
者
と

し
て
は
無
味
乾
燥
な
事
項
を
細
々
、
長
々
と
載
せ
る
よ
り
、

「
広
告
」
と
し
て
の
機
能
を
優
先
さ
せ
て
購
買
意
欲
を
そ
そ
る

綺
麗
な
写
真
を
沢
山
載
せ
た
り
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
ツ
ア
ー

を
紹
介
し
た
い
と
思
う
の
が
本
音
で
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
こ
の

「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
を
簡
略
化
し
て
し
ま
う
訳
に
は
い
か

な
い
も
の
か
…
と
考
え
た
と
し
て
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
の
記
載
事
項
は
法
令
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
勝
手
に
削
除
し
た
り
、
割
愛
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
が
、
そ
の
替
わ
り
に
「
そ
う
だ
、
何
も
律
儀
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
取
引
条
件
の
全
文
を
載
せ
る
必
要
は
な
い
よ
な
！
」

と
考
え
た
人
が
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
に
必
要
な
記
載
事
項
の
う

ち
、
例
え
ば
旅
行
代
金
や
日
程
等
の
よ
う
に
個
々
の
ツ
ア
ー
ご

と
に
異
な
る
〝
取
引
条
件
〟
に
つ
い
て
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

に
「
広
告
」
を
兼
ね
て
記
載
し
、
一
方
で
ツ
ア
ー
全
般
に
共
通

す
る
、
例
え
ば
旅
程
保
証
や
特
別
補
償
等
の
〝
取
引
条
件
〟
に

つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
だ
け
を
別
紙
に
ま
と
め
て
、
後
で
交
付

す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
！
と
考
え
た
ワ
ケ
で
す
。
こ
の
別
紙
が
い

わ
ゆ
る
「
旅
行
条
件
書
」
で
す
。

「
旅
行
条
件
書
」の
交
付
を
忘
れ
ず
に

　

か
く
し
て
、「
取
引
条
件
説
明
書
面
」は
華
や
か
な「
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」掲
載
組
と
、地
味
な
別
紙
の「
旅
行
条
件
書
」組
と
に

泣
き
別
れ
に
な
っ
た
の
で
す
が
、ツ
ア
ー
全
般
に
共
通
す
る〝
取
引

条
件
〟で
あ
って
も
、ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
か
ね
な
い
取
消
料
等
の
重

要
事
項
に
つい
て
は
、「
パ
ン
フ
レッ
ト
」に
も〈
要
約
〉と
し
て
そ
の

一部
を
記
載
す
る
の
が一般
的
で
す
。な
お
、そ
の
場
合
で
あ
って

も
、肝
心
の「
旅
行
条
件
書
」の
交
付
を
忘
れ
る
と
法
令
違
反
と

な
り
ま
す
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。　　
（
中
島
）

お客様の信頼確保にコンプライアンスは必須。
旅行取引に関わる基本的な法務知識のうち、
誤解しやすいテーマを取り上げて分かりやすい文章で解説します。
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札
幌
、
海
外
旅
行
フェア
に

9
0
0
0
人
が
来
場

　北
海
道
海
外
旅
行
促
進
事
業
実
行
委
員
会

は
10
月
20
日（
土
）と
21
日（
日
）の
2
日
間
、札

幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
の
北
3
条
交
差
点

広
場
で「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア
2
0
1
2
」を
開
催
。

J
A
T
A
北
海
道
支
部
が
協
力
。海
外
旅
行
に

興
味
は
あ
る
も
の
の
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

や
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族
な
ど
が
、海
外
旅

行
を
身
近
に
感
じ
、一
歩
踏
み
出
せ
る
機
会
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　今
年
は
、新
千
歳
／
ホ
ノ
ル
ル
線
の
再
開
や
新

千
歳
／
バ
ン
コ
ク
線
の
開
設
を
は
じ
め
北
海
道
か

ら
の
海
外
旅
行
が一
層
便
利
に
な
り
、道
民
の
旅

行
意
欲
の
増
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　同
フ
ェ
ア
に
は
、グ
ア
ム
政
府
観
光
局
、ハ
ワ
イ

州
観
光
局
、マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
、台
湾
観

光
協
会
、タ
イ
国
政
府
観
光
庁
、ブ
ラ
ン
ド

U
S
A
、大
韓
航
空
、キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航

空
、ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
、J
R
北
海
道
、J
T
B
北

海
道
、日
本
旅
行
北
海
道
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
北
海
道
、H
I
S
、ツ
ア
ー
ウ
ェ
ー
ブ
な
ど
が

ブ
ー
ス
出
展
。地
元
F
M
局
に
よ
る
公
開
生
放
送

や
ム
エ
タ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ち
び
っ
こ
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
。ま
た
、グ
ア
ム
政
府

観
光
局
の
ブ
ー
ス
で
は
、ミ
ス・
グ
ア
ム
の
3
人
が

来
場
者
ら
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
っ

た
り
、求
め
に
応
じ

て
記
念
撮
影
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。2

日
間
の
来
場
者
数

は
9
0
0
0
人
以

上
に
達
し
、成
功
裡

に
幕
を
閉
じ
て
い
ま

す
。
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日
本
旅
行
業
協
会
（
J
A
T
A
）
の
中
村
達

朗
理
事
長
は
8
月
23
日
、
衆
議
院
第
2
議
員
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
25
年
度
税
制
改
正

等
要
望
」
民
主
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
し
、

J
A
T
A
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
、
民
主
党
の
辻
元
清
美
議

員
、
藤
本
祐
司
議
員
、
川
内
博
史
議
員
、
阿
久

津
幸
彦
議
員
な
ど
6
人
と
秘
書
が
出
席
し
、
中

村
理
事
長
は
、
⑴
休
暇
取
得
促
進
、
⑵
招
待
旅

行
等
の
旅
行
支
出
を
必
要
経
費
扱
い
に
す
る
こ

と
、
⑶
事
業
所
税
の
廃
止
、
⑷
職
場
旅
行
の
日

数
制
限
の
緩
和
、
⑸
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
社
員
旅
行
の
社
員
参
加
割
合
制
限
の
緩
和
と

い
う
5
つ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
、
⑸

に
つ
い
て
は
、
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
ま

す
。

　
質
疑
で
は
、
川
内
議
員
が
「
社
員
旅
行
の
社

員
参
加
者
割
合
制
限
の
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、

50
％
以
上
と
い
う
の
は
、
10
人
の
事
業
所
の
場

合
、
5
人
以
上
と
い
う
こ
と
か
」
と
質
問
し
、

中
村
理
事
長
が
「
根
拠
は
国
税
庁
長
官
の
（
所

得
税
基
本
通
達
36
─
30
）
で
あ
り
、
人
数
の
割

合
は
質
問
の
通
り
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
川
内
議
員
が
「
職
場
旅
行
の
日
数

制
限
の
緩
和
は
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
の

か
」
と
質
し
た
の
に
対
し
、
中
村
理
事
長
は

「
平
成
5
年
に
非
課
税
枠
が
3
泊
4
日
か
ら
4

泊
5
日
に
拡
大
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
西

海
岸
へ
の
旅
行
が
可
能
と
な
っ
た
」
経
緯
を
指

摘
。
「
5
泊
6
日
の
利
用
者
が
多
い
と
は
思
わ

な
い
が
、
旅
行
先
を
南
米
な
ど
に
拡
大
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
要
望
し
て

い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
最
後
に
は
、
旅
行
会

社
が
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
協

力
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
辻
元
議
員
が
謝
意
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　
法
制
委
員
会
（
法
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

室
）
は
10
月
3
日
、
旅
行
業
法
制
度
研
究
部
会

の
第
2
回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
各
部
会
員
か
ら
問
題
点
を
提
起
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
数
多
く
の
問
題
点
の
指
摘

が
あ
り
、
旅
行
業
法
関
連
で
は
、
対
面
販
売
を

前
提
と
し
た
法
規
制
の
あ
り
方
や
取
引
条
件
説

明
と
書
面
交
付
の
あ
り
方
な
ど
、
標
準
旅
行
業

約
款
で
は
、
取
消
料
規
定
や
旅
程
保
証
制
度
な

ど
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

対
す
る
法
規
制
の
是
非
に
つ
い
て
も
、
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
（
法
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
）

で
こ
れ
ら
の
提
案
を
整
理
し
て
、
具
体
的
な
検

討
事
項
や
進
め
方
を
部
会
に
提
案
し
、
活
発
な

議
論
を
行
う
予
定
で
す
。

　
社
会
貢
献
委
員
会
・
環
境
対
策
部
会
は
10
月

19
日
、
富
士
山
麓
で
外
来
植
物
の
駆
除
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
、
観
光
と
環
境
の
両
立
に
向
け

て
、
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
の
期
待
が
高
ま
る
富
士
山
で
バ

イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
外
来
植
物
の

駆
除
活
動
に
取
り
組
み
、
当
日
は
、
N
P
O
法

人
富
士
山
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
か
ら
約
1
時
間
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
日
本
固
有
の

生
物
多
様
性
や
生
態
系
に
侵
略
的
な
影
響
を
与

え
る
外
来
種
生
物
と
駆
除
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
鮮
や
か
な
黄

色
の
花
を
つ
け
る
キ
ク
科
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
群
生
し
て
い
る
西

湖
の
湖
畔
で
1
時
間
30
分
に
わ
た
っ
て
、
竹
べ

ら
で
根
か
ら
丁
寧
に
抜
き
取
り
、
16
袋
（
45

リ
ッ
ト
ル
）
約
1
万
1
0
0
0
本
を
駆
除
し
ま

し
た
［
写
真
］
。
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
あ

ま
り
の
強
靭
さ
に
一
度
定
着
す
る
と
野
草
を
駆

逐
し
、
辺
り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
性

質
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
外
来
生
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
今
回
の
活
動
は
富
士
山

の
自
然
環
境
保
全
に
取
り
組
む
う
え
で
大
変
に

意
義
が
あ
り
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旅
行
業
経
営
委
員
会

法
制
委
員
会

社
会
貢
献
委
員
会

民
主
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
税
制

改
正
要
望
事
項
を
説
明

旅
行
業
法
制
度
研
究
部
会

の
第
２
回
会
合
を
開
催

富
士
山
麓
で
外
来
植
物
の
駆

除
活
動
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札
幌
、
海
外
旅
行
フェア
に

9
0
0
0
人
が
来
場

　北
海
道
海
外
旅
行
促
進
事
業
実
行
委
員
会

は
10
月
20
日（
土
）と
21
日（
日
）の
2
日
間
、札

幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
の
北
3
条
交
差
点

広
場
で「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア
2
0
1
2
」を
開
催
。

J
A
T
A
北
海
道
支
部
が
協
力
。海
外
旅
行
に

興
味
は
あ
る
も
の
の
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

や
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族
な
ど
が
、海
外
旅

行
を
身
近
に
感
じ
、一
歩
踏
み
出
せ
る
機
会
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　今
年
は
、新
千
歳
／
ホ
ノ
ル
ル
線
の
再
開
や
新

千
歳
／
バ
ン
コ
ク
線
の
開
設
を
は
じ
め
北
海
道
か

ら
の
海
外
旅
行
が一
層
便
利
に
な
り
、道
民
の
旅

行
意
欲
の
増
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　同
フ
ェ
ア
に
は
、グ
ア
ム
政
府
観
光
局
、ハ
ワ
イ

州
観
光
局
、マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
、台
湾
観

光
協
会
、タ
イ
国
政
府
観
光
庁
、ブ
ラ
ン
ド

U
S
A
、大
韓
航
空
、キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航

空
、ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
、J
R
北
海
道
、J
T
B
北

海
道
、日
本
旅
行
北
海
道
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
北
海
道
、H
I
S
、ツ
ア
ー
ウ
ェ
ー
ブ
な
ど
が

ブ
ー
ス
出
展
。地
元
F
M
局
に
よ
る
公
開
生
放
送

や
ム
エ
タ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ち
び
っ
こ
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
。ま
た
、グ
ア
ム
政
府

観
光
局
の
ブ
ー
ス
で
は
、ミ
ス・
グ
ア
ム
の
3
人
が

来
場
者
ら
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
っ

た
り
、求
め
に
応
じ

て
記
念
撮
影
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。2

日
間
の
来
場
者
数

は
9
0
0
0
人
以

上
に
達
し
、成
功
裡

に
幕
を
閉
じ
て
い
ま

す
。

10   2012 NOV  JATA Communication

◉
支
部
活
動
報
告

●
10
月
19
日　
北
海
道
海
外
旅
行
促
進
事
業
実

行
委
員
会
主
催
「
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
、
北
海
道
支
部
協
力

●
10
月
20
日
・
21
日　
北
海
道
海
外
旅
行
促
進

事
業
実
行
委
員
会
主
催
「
海
外
旅
行
フ
ェ

ア
2
0
1
2
」
開
催
、
北
海
道
支
部
協
力

●
10
月
18
日　
幹
事
会

●
10
月
15
日　
総
務
委
員
会

●
9
月
21
日　
関
東
支
部
セ
ミ
ナ
ー
「
広
域
観

光
、
地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
」

を
開
催
。
国
、
自
治
体
、
旅
行
会
社
は
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
業
界
の

目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
、取
り
組
み

事
例
の
説
明
お
よ
び
意
見
交
換
を
実
施
。

●
9
月
21
日　
第
2
回 

L
A
D
Y 

J
A
T
A

委
員
会
を
開
催
。
第
1
回
の
「
店
頭
販
売

現
場
か
ら
収
益
改
善
策
を
考
え
る
」
を
引

き
続
き
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
１
、
ネ
ッ

ト
販
売
（
商
品
）
と
店
頭
販
売
（
商
品
）

の
利
点
、
問
題
点
ま
た
は
収
益
悪
化
を
招

く
問
題
、
改
善
策
等
」
、
「
2
、
女
性
の

視
点
か
ら
み
た
、
旅
行
業
の
収
益
悪
化
を

招
く
問
題
、
収
益
改
善
策
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
。

●
9
月
21
日　
幹
事
会
を
開
催

●
10
月
17
日　
総
務
委
員
会
を
開
催

●
10
月
18
日　
幹
事
会
を
開
催

◇
「
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
協

力

　
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
3
県
と
名
古
屋
市
、

名
古
屋
商
工
会
議
所
、
中
部
経
済
連
合

会
、
中
部
国
際
空
港
な
ど
で
構
成
す
る
中

部
国
際
空
港
利
用
促
進
協
議
会
は
、
若
年

層
の
海
外
旅
行
促
進
を
目
指
し
、
18
～
29

歳
を
対
象
に
「
海
外
旅
行
で
の
印
象
的
な

体
験
」
を
写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
募
集
中
。

応
募
条
件
は
、
⑴
2
0
1
2
年
12
月
1
日

～
2
0
1
3
年
3
月
31
日
の
期
間
に
、

セ
ン
ト
レ
ア
発
着
（
出
発
か
到
着
の
何
れ

か
）
の
国
際
線
を
利
用
し
て
海
外
に
出
か

け
る
方
、
⑵
18
～
29
歳
の
方
、
⑶
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
・
静
岡
・
福
井
・
石
川
・
富

山
の
何
れ
か
の
県
に
住
ん
で
い
る
方
、
⑷

旅
行
会
社
経
由
で
海
外
旅
行
を
申
し
込
ん

だ
方
（
国
際
航
空
券
の
み
で
も
可
）
。

ユ
ー
ザ
ー
登
録
し
た
方
か
ら
抽
選
で
50
人

に
協
賛
各
社
か
ら
の
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
る
ほ
か
、
投
稿
さ
れ
た
写
真
と
コ

メ
ン
ト
の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た

方
に
は
、
旅
行
券
10
万
円
分
な
ど
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

●
9
月
7
日　
「
現
場
の
た
め
の
旅
行
契
約
の

基
礎
知
識
講
座
」
を
開
催
。
会
員
各
社
か

ら
60
名
が
参
加
。
具
体
的
な
事
例
を
基
に

旅
行
契
約
の
基
礎
知
識
を
説
明
・
解
説
し

ま
し
た
。

●
10
月
17
日　
実
務
委
員
会
を
開
催

●
10
月
19
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催

●
10
月
19
日　
教
育
研
修
委
員
会

●
10
月
29
日
・
30
日　

本
部
、
支
部
連
携
で

「
熊
本
県
／
大
分
県
現
地
調
査
団
派
遣
事

業
」
を
実
施
。
両
県
や
観
光
関
係
者
か
ら

の
誘
客
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
国
内
の

商
品
企
画
担
当
者
対
象
に
実
施
。

●
10
月
25
日　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
を
開
催

関
東
支
部

関
西
支
部

北
海
道
支
部

東
北
支
部

沖
縄
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部



東北復興支援1000人プロジェクト

「
復
興
支
援
」か
ら「
東
北
振
興
」へ

業
界
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要

　
日
本
旅
行
業
協
会（
J
A
T
A
）は
12
月
3
日
と
4
日
の
両
日
、会
員
各
社
の
社
員
な
ど

約
1
0
0
0
人
を
東
北
6
県
へ
派
遣
す
る「
東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。す
で
に
、各
県
4
コ
ー
ス
を
基
本
と
す
る
行
程
も
固
ま
り
、現
地
で
の
意

見
交
換
や
実
地
踏
査
の
詳
細
に
つ
い
て
、関
係
者
と
詰
め
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階

で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
J
A
T
A
国

内
旅
行
推
進
委
員
会
の
吉
川
勝
久
委
員
長
に
、改
め
て
、そ
の
考
え
方
や
実
施
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※区分欄の（新）は新幹線利用コース、（バ）は貸し切りバス利用コース
※コース26～28は地域招聘コース

NO.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

コース
青　森
青　森
青　森
青　森
青　森
秋　田
秋　田
秋　田
秋　田
岩　手
岩　手
岩　手
岩　手
山　形
山　形
山　形
山　形
宮　城
宮　城
宮　城
宮　城
福　島
福　島
福　島
福　島
岩　手
福　島
福　島

区分
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（バ）
（バ）
（新）
（新）
（新）

ツアータイトル
冬の十和田湖と八甲田ロープウェイ・青森市内をめぐる旅
じっくり八戸・みろく横丁散策と南部の歴史　魅力再発見
本州さいはて大間崎　下北半島をめぐり薬研温泉へ
歴史・文化・味覚を満喫　五所川原・弘前　豊かなる津軽へ
冬の十和田湖と歴史の弘前へ
大館曲げわっぱ作りと歴史の小坂・康楽館芝居観劇
なまはげの男鹿半島めぐりと大潟村の歴史探訪
名湯乳頭温泉入浴と静寂の田沢湖・小京都角館・増田の蔵めぐり
風光明媚な鳥海山　由利高原鉄道と羽後本荘の隠れた名所へ
世界遺産の平泉と遠野　語り部ガイドとめぐる釡石
復興応援・陸前高田と大船渡　世界遺産の平泉へ
語り部ガイド同行・三陸鉄道と宮古・浄土ヶ浜・龍泉洞と岩泉
龍泉洞と北山崎・久慈・天台寺　営業を再開した田野畑へ
高畠・楢下宿と歴史の山寺・若松寺　山形郷土料理を満喫
歴史の慈恩寺・若松寺と霞城公園　紅花の里と美肌の天童温泉
上杉の米沢と高畠　山寺・若松寺と白濁の名湯蔵王温泉
舞妓演舞を楽しむ相馬楼と羽黒山　酒田鶴岡と湯野浜温泉
気仙沼市内でボランティア参加　みやぎの明治村と南三陸温泉
ガイドの説明でめぐる石巻・女川と名湯鳴子温泉まち歩き
塩釡食べ歩きと日本三景の松島　仙台でボランティアも
【日帰り】日本三景松島と名取閖上の視察とサッポロビール園
土湯温泉遊びと喜多方　会津鶴ヶ城と大内宿　八重の軌跡をめぐる
【日帰り】飯坂温泉ぶらり散策とリンゴ狩り
【日帰り】名物白河そばと戊辰戦争の史跡をめぐる旅
【日帰り】浜通り・いわき　白水阿弥陀堂と塩屋崎
気仙誘致コース
会津若松市誘致コース
福島県誘致コース

宿泊地
蔦温泉
古牧温泉
薬研温泉
弘前市内
八甲田
大湯温泉
男鹿温泉郷
田沢湖高原温泉
猿倉温泉
花巻温泉郷
花巻温泉郷
浄土ヶ浜
田野畑
かみのやま温泉
天童温泉
蔵王温泉
湯野浜温泉
南三陸温泉
鳴子温泉
松島
－
東山温泉
－
－
－
大船渡
東山温泉
東山温泉

東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ス
一
覧

吉
川
勝
久
・
J
A
T
A
国
内
旅
行
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
・
代
表
取
締
役
社
長
）

回
復
の
足
取
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
に

東
北
地
方
に
も
旅
行
市
場
改
善
の
兆
し

　昨
年
3
月
以
降
に
需
要
の
落
ち
込
み
を

示
し
た
旅
行
市
場
も
、1
年
半
余
の
間
に
順

調
な
回
復
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。震
災
が

発
生
す
る
前
の一昨
年
と
の
比
較
で
は
、訪
日

旅
行
が
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
る
も
の
の
、

海
外
旅
行
は
一
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
を
維

持
、国
内
旅
行
も
ほ
ぼ
同
水
準
ま
で
戻
し
て

い
ま
す
。

　し
か
し
、全
体
的
な
旅
行
需
要
が
震
災
前

の
水
準
を
回
復
す
る一方
で
、東
北
地
方
の
場

合
、風
評
被
害
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、他
の
地

域
に
比
べ
る
と
回
復
の
動
き
は
鈍
い
の
が
実

情
で
す
。観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
報

告
や
J
A
T
A
の
旅
行
市
場
動
向
調
査
な

ど
で
は
、東
北
地
方
で
も
よ
う
や
く
改
善
に

向
け
た
兆
し
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、回
復

の
足
取
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、旅
行
業
界
を
挙
げ
て
の
支
援
が
求
め

ら
れ
る
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

◎宿泊旅行統計調査報告（観光庁）
　［2012年4月～6月］
都道府県別延べ宿泊者数の前年同月比増減率

全国平均 4月 ＋23.6％ 5月 ＋6.2％ 6月 ＋3.5％
青　森 4月 －0.9％ 5月 ＋4.2％ 6月 －1.5%
岩　手 4月 －19.7％ 5月 －14.6％ 6月 －11.2%
宮　城 4月 －2.2% 5月 －18.6% 6月 －11.4%
秋　田 4月 ＋36.1% 5月 ＋11.9% 6月 ＋2.0%
山　形 4月 ＋3.7% 5月 －2.4% 6月 ＋2.8%
福　島 4月 －2.8% 5月 －23.7% 6月 －15.6%
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東
北
観
光
の
本
格
復
興
へ
支
援

継
続

　
「
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
J
A
T
A

と
し
て
も
様
々
な
形
で
東
北
復
興
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
義
援
金
の
募
集
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
な
ど
の
貢
献
活
動
を
は
じ

め
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
上
野
公
園
な
ど
に
招
待
し
た

り
、
昨
年
だ
け
で
な
く
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
な
ど
、
人
道
的
な
復
興
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
興
支
援
住
宅

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
被
災

地
へ
の
経
済
的
な
復
興
支
援
事
業
も
進
め
て

お
り
、
特
に
、
復
興
支
援
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
は
、
J
A
T
A
が
一
般
社
団
法
人
化
し
て

か
ら
初
め
て
行
っ
た
会
員
に
対
す
る
公
益
事

業
で
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
受
付
を
開
始

し
て
、
10
月
28
日
ま
で
で
ポ
イ
ン
ト
の
交
換

申
請
が
９
７
０
０
件
を
超
え
、
そ
の
金
額
も

５
億
１
０
０
０
万
円
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
」

　
「
震
災
発
生
か
ら
1
年
半
以
上
が
経
過
し
、

復
興
支
援
に
つ
い
て
も
応
急
的
な
内
容
か
ら
、

東
北
地
方
が
本
来
の
経
済
活
動
に
戻
る
こ
と
の

で
き
る
本
格
的
な
内
容
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

旅
行
業
界
と
し
て
も
継
続
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
の

支
援
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
何
が
で
き
る

か
と
考
え
た
時
に
、
旅
行
業
の
本
分
で
あ
る
旅

行
商
品
の
造
成
や
販
売
を
通
じ
て
、
復
興
支
援

に
と
ど
ま
ら
な
い
将
来
的
な
地
域
振
興
に
も
つ

な
が
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
思
い

に
い
た
り
ま
し
た
。
国
内
旅
行
推
進
委
員
会
の

会
合
を
福
島
県
で
開
催
す
る
な
ど
、
現
地
と
の

意
見
交
換
も
通
じ
て
、
何
よ
り
も
東
北
を
旅
行

し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
大
切
さ
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン

フ
ラ
の
再
構
築
や
宿
泊
・
飲
食
施
設
の
復
旧
も

必
要
で
す
が
、
観
光
庁
や
地
元
自
治
体
を
は
じ

め
、
東
北
観
光
推
進
機
構
や
現
地
の
旅
行
業
界

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
J
R
や
航
空
会
社
な
ど

の
関
係
機
関
・
団
体
と
も
協
調
し
な
が
ら
、
新

し
い
東
北
観
光
の
確
立
に
向
け
た
支
援
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

旅
行
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
も

予
定

　
「
旅
行
商
品
の
企
画
・
造
成
・
販
売
を
通
じ

た
復
興
支
援
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
会
員
各
社
に

自
主
的
な
対
応
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
業
界
が
一
つ
に
な
っ
て
復
興
支
援

か
ら
東
北
振
興
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個

人
的
に
も
、
過
去
の
経
験
に
照
ら
し
て
み
る

と
、
と
り
わ
け
、
負
の
事
態
に
対
処
す
る
時
に

こ
そ
、
総
花
的
な
『
分
散
』
で
は
な
く
、
ベ
ク

ト
ル
の
方
向
を
合
わ
せ
た
『
集
中
』
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
旅
行
会
社
の
持
つ
発
地
の
ニ
ー
ズ
と
現
地

に
あ
る
着
地
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
融
合
さ
せ
る
か

と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
、
旅
行

業
界
の
力
量
が
問
わ
れ
る
局
面
を
迎
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま

さ
に
、
そ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
契
機
と
し

て
も
重
要
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
」

　
「
東
北
地
方
の
復
興
に
旅
行
業
界
が
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
姿
を
、
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
会
員
会
社
の
社
員
が
実
際

に
現
地
を
訪
問
し
、
東
北
各
県
の
新
た
な
観
光

資
源
を
発
掘
し
て
魅
力
あ
る
旅
行
商
品
の
開
発

に
つ
な
げ
、
東
北
地
方
へ
の
旅
行
需
要
の
拡
大

を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
在
日
大

使
館
や
海
外
の
航
空
会
社
・
観
光
局
に
も
参
加

し
て
も
ら
う
予
定
で
、
現
地
で
見
た
東
北
の
本

当
の
姿
を
本
国
関
係
者
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
、

訪
日
旅
行
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」

　
「
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、
東
北
地
方
へ
の
旅
行
企
画



東北復興支援1000人プロジェクト

「
復
興
支
援
」か
ら「
東
北
振
興
」へ

業
界
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要

　
日
本
旅
行
業
協
会（
J
A
T
A
）は
12
月
3
日
と
4
日
の
両
日
、会
員
各
社
の
社
員
な
ど

約
1
0
0
0
人
を
東
北
6
県
へ
派
遣
す
る「
東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。す
で
に
、各
県
4
コ
ー
ス
を
基
本
と
す
る
行
程
も
固
ま
り
、現
地
で
の
意

見
交
換
や
実
地
踏
査
の
詳
細
に
つ
い
て
、関
係
者
と
詰
め
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階

で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
J
A
T
A
国

内
旅
行
推
進
委
員
会
の
吉
川
勝
久
委
員
長
に
、改
め
て
、そ
の
考
え
方
や
実
施
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※区分欄の（新）は新幹線利用コース、（バ）は貸し切りバス利用コース
※コース26～28は地域招聘コース

NO.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

コース
青　森
青　森
青　森
青　森
青　森
秋　田
秋　田
秋　田
秋　田
岩　手
岩　手
岩　手
岩　手
山　形
山　形
山　形
山　形
宮　城
宮　城
宮　城
宮　城
福　島
福　島
福　島
福　島
岩　手
福　島
福　島

区分
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（新）
（バ）
（バ）
（新）
（新）
（新）

ツアータイトル
冬の十和田湖と八甲田ロープウェイ・青森市内をめぐる旅
じっくり八戸・みろく横丁散策と南部の歴史　魅力再発見
本州さいはて大間崎　下北半島をめぐり薬研温泉へ
歴史・文化・味覚を満喫　五所川原・弘前　豊かなる津軽へ
冬の十和田湖と歴史の弘前へ
大館曲げわっぱ作りと歴史の小坂・康楽館芝居観劇
なまはげの男鹿半島めぐりと大潟村の歴史探訪
名湯乳頭温泉入浴と静寂の田沢湖・小京都角館・増田の蔵めぐり
風光明媚な鳥海山　由利高原鉄道と羽後本荘の隠れた名所へ
世界遺産の平泉と遠野　語り部ガイドとめぐる釡石
復興応援・陸前高田と大船渡　世界遺産の平泉へ
語り部ガイド同行・三陸鉄道と宮古・浄土ヶ浜・龍泉洞と岩泉
龍泉洞と北山崎・久慈・天台寺　営業を再開した田野畑へ
高畠・楢下宿と歴史の山寺・若松寺　山形郷土料理を満喫
歴史の慈恩寺・若松寺と霞城公園　紅花の里と美肌の天童温泉
上杉の米沢と高畠　山寺・若松寺と白濁の名湯蔵王温泉
舞妓演舞を楽しむ相馬楼と羽黒山　酒田鶴岡と湯野浜温泉
気仙沼市内でボランティア参加　みやぎの明治村と南三陸温泉
ガイドの説明でめぐる石巻・女川と名湯鳴子温泉まち歩き
塩釡食べ歩きと日本三景の松島　仙台でボランティアも
【日帰り】日本三景松島と名取閖上の視察とサッポロビール園
土湯温泉遊びと喜多方　会津鶴ヶ城と大内宿　八重の軌跡をめぐる
【日帰り】飯坂温泉ぶらり散策とリンゴ狩り
【日帰り】名物白河そばと戊辰戦争の史跡をめぐる旅
【日帰り】浜通り・いわき　白水阿弥陀堂と塩屋崎
気仙誘致コース
会津若松市誘致コース
福島県誘致コース

宿泊地
蔦温泉
古牧温泉
薬研温泉
弘前市内
八甲田
大湯温泉
男鹿温泉郷
田沢湖高原温泉
猿倉温泉
花巻温泉郷
花巻温泉郷
浄土ヶ浜
田野畑
かみのやま温泉
天童温泉
蔵王温泉
湯野浜温泉
南三陸温泉
鳴子温泉
松島
－
東山温泉
－
－
－
大船渡
東山温泉
東山温泉

東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ス
一
覧

吉
川
勝
久
・
J
A
T
A
国
内
旅
行
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
・
代
表
取
締
役
社
長
）

回
復
の
足
取
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
に

東
北
地
方
に
も
旅
行
市
場
改
善
の
兆
し

　昨
年
3
月
以
降
に
需
要
の
落
ち
込
み
を

示
し
た
旅
行
市
場
も
、1
年
半
余
の
間
に
順

調
な
回
復
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。震
災
が

発
生
す
る
前
の一昨
年
と
の
比
較
で
は
、訪
日

旅
行
が
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
る
も
の
の
、

海
外
旅
行
は
一
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
を
維

持
、国
内
旅
行
も
ほ
ぼ
同
水
準
ま
で
戻
し
て

い
ま
す
。

　し
か
し
、全
体
的
な
旅
行
需
要
が
震
災
前

の
水
準
を
回
復
す
る一方
で
、東
北
地
方
の
場

合
、風
評
被
害
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、他
の
地

域
に
比
べ
る
と
回
復
の
動
き
は
鈍
い
の
が
実

情
で
す
。観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
報

告
や
J
A
T
A
の
旅
行
市
場
動
向
調
査
な

ど
で
は
、東
北
地
方
で
も
よ
う
や
く
改
善
に

向
け
た
兆
し
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、回
復

の
足
取
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、旅
行
業
界
を
挙
げ
て
の
支
援
が
求
め

ら
れ
る
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

◎宿泊旅行統計調査報告（観光庁）
　［2012年4月～6月］
都道府県別延べ宿泊者数の前年同月比増減率

全国平均 4月 ＋23.6％ 5月 ＋6.2％ 6月 ＋3.5％
青　森 4月 －0.9％ 5月 ＋4.2％ 6月 －1.5%
岩　手 4月 －19.7％ 5月 －14.6％ 6月 －11.2%
宮　城 4月 －2.2% 5月 －18.6% 6月 －11.4%
秋　田 4月 ＋36.1% 5月 ＋11.9% 6月 ＋2.0%
山　形 4月 ＋3.7% 5月 －2.4% 6月 ＋2.8%
福　島 4月 －2.8% 5月 －23.7% 6月 －15.6%
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コ
ン
テ
ス
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
目

的
は
、
新
し
い
旅
行
商
品
の
企
画
・
造
成
・
販

売
を
通
じ
た
需
要
拡
大
に
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
例
え
ば
、
業
界
で
共
通
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
や
ロ
ゴ
な
ど
を
掲
出
し
て
、
お
客
様
と
一

緒
に
東
北
復
興
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
業
界

の
姿
勢
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
年
末
の
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
東
北
を
訪
れ
て
い

た
だ
く
会
員
各
社
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
東
北
地
方
の
真
の
復
興
に

向
け
て
会
員
会
社
の
力
を
合
わ
せ
、
『
日
本
を

元
気
に
、
旅
で
笑
顔
に
』
の
思
い
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」

JATA国内旅行推進委員会・吉川勝久委員長（近畿日本ツーリスト・代表取締役社長）
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一般的に、週2～3回の透析を必要とする患者さんが海外旅行をするのは難しいと考えがちですが、
大切なポイントさえ押さえれば、国を限定せず、海外旅行が可能です。詳しい注意点などを京都きづ
川病院消化器内科部長の前田利郎先生に伺いました。

添乗員のための旅行医学 VOL.63

人工透析と海外旅行

〈
人
工
透
析
と
は
〉

人
間
は
腎
臓
と
い
う
臓
器
で
尿
を
作
る
こ
と

で
、
体
内
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
老
廃
物
を
体

の
外
に
出
し
て
い
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ

た
状
態
を
腎
不
全
と
い
い
、
慢
性
化
す
る
と
老
廃
物

や
余
分
な
水
分
が
体
に
た
ま
り
、
む
く
み
や
高
血
圧

が
出
現
し
、
悪
化
す
れ
ば
「
尿
毒
症
」
と
い
う
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
重
度
に
崩
れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
人
工
透
析
を
行

い
ま
す
。
弱
っ
た
腎
臓
が
濾
過
で
き
な
い
老
廃
物

を
、
人
工
的
に
除
去
し
ま
す
。
人
工
透
析
に
は
主
に

血
液
透
析
と
腹
膜
透
析
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に

行
わ
れ
る
の
は
前
者
で
す
。
体
内
か
ら
血
液
を
人
工

濾
過
装
置
へ
導
き
、
血
液
浄
化
後
再
度
体
内
へ
戻
し

ま
す
。
1
回
4
～
5
時
間
を
週
2
～
3
回
程
度
通
院

し
て
行
い
ま
す
。

〈
透
析
が
必
要
で
も
海
外
旅
行
〉

人
工
透
析
を
行
っ
て
い
る
人
も
海
外
旅
行
が
可

能
で
す
。
透
析
設
備
が
あ
る
国
な
ら
ど
こ
へ
で
も
行

け
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
部
は
特
に
、
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

〈
海
外
旅
行
へ
の
ス
テ
ッ
プ
〉

実
際
に
海
外
旅
行
を
す
る
に
は
、
ま
ず
安
定
し

た
透
析
生
活
を
送
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
具

体
的
に
は
体
重
や
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好

で
、
重
篤
な
貧
血
が
な
く
、
電
解
質
異
常
も
な
い
こ

と
な
ど
で
す
。
で
き
れ
ば
透
析
の
な
い
日
に
短
期
間

の
旅
行
か
ら
始
め
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
次
に

移
動
先
で
透
析
を
受
け
る
旅
行
を
実
行
で
き
れ
ば
、

そ
の
後
海
外
で
の
透
析
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

〈
旅
行
先
で
の
透
析
計
画
〉

現
地
で
の
透
析
施
設
を
選
定
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
こ
ち
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
き
ち
ん
と
答
え
て
く

れ
て
、
な
お
か
つ
日
本
人
の
透
析
患
者
受
け
入
れ
実

績
が
あ
れ
ば
よ
り
よ
い
で
す
。

計
画
を
立
て
る
際
は
、
透
析
の
間
隔
を
2
日
以

上
空
け
な
い
た
め
に
旅
程
を
考
慮
し
、
十
分
に
余
裕

の
あ
る
日
程
を
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
透
析
を
慣

れ
な
い
施
設
で
受
け
る
こ
と
で
、
日
本
と
同
じ
ペ
ー

ス
で
は
な
く
連
日
透
析
が
必
要
に
な
る
、
あ
る
い
は

1
回
の
透
析
時
間
が
延
長
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
か

ら
で
す
。

〈
旅
行
中
の
リ
ス
ク
回
避
〉

透
析
患
者
さ
ん
に
は
食
事
制
限
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
カ
リ
ウ
ム
や
塩
分
の
摂
取
量
に
注
意
が
必

要
で
す
。
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
で
す
。
機
内

食
は
腎
不
全
に
配
慮
し
た
食
事
を
あ
ら
か
じ
め
申
し

込
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
機
内
へ
は
常
用
薬
を
持
参
し
、
そ
れ
も
ロ

ス
ト
バ
ッ
ゲ
ー
ジ
に
備
え
多
め
に
用
意
し
ま
す
。
旅

程
全
体
に
持
参
す
る
薬
も
不
慮
の
旅
程
延
長
に
備
え

多
め
に
持
参
し
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
（
糖
尿
病
性
腎

症
の
方
）
な
ど
の
液
体
は
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
の
で

機
内
へ
持
ち
込
み
ま
す
。
そ
の
際
に
は
使
用
薬
剤
で

あ
る
こ
と
の
英
文
証
明
書
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

〈
添
乗
員
の
心
構
え
〉

日
本
出
発
前
に
い
く
ら
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

て
も
、
現
地
で
は
日
本
の
や
り
方
と
違
う
こ
と
が

多
々
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
現
地
の
施
設
と

患
者
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
く

よ
う
調
整
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



連載
マーケット・データ み読深

足
も
と
の
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト

黒
須
宏
志

旅
行
市
場
動
向
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
・
寄
稿

な
ど
で
活
躍
中
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の

主
任
研
究
員
。
1
9
6
4
年
生
ま
れ
。
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予
断
許
さ
な
い
今
後
の
市
場
動
向

　
領
土
問
題
が
旅
行
市
場
に
影
を
落
と
し
て
い

ま
す
。
旅
行
会
社
の
先
行
予
約
に
は
8
月
あ
た

り
か
ら
影
響
が
見
え
始
め
て
お
り
、
旅
券
発
行

数
も
8
月
は
前
年
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
反
日
デ
モ
が
激
化
し
た
9
月
の
敬
老
の
日
の

連
休
前
後
か
ら
は
成
田
の
日
別
に
み
た
日
本
人

出
発
旅
客
数
に
も
影
響
が
顕
在
化
し
始
め
て
い

ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
本
稿
執
筆
時
点
で
判

明
し
て
い
る
9
月
分
の
日
本
人
出
発
旅
客
数
の

速
報
値
は
、
成
田
（
前
年
比
0
・
9
％
減
）
、

関
空
（
同
0
・
8
％
減
）
、
中
部
（
同
7
・

8
％
減
）
と
い
ず
れ
も
前
年
を
割
り
込
み
ま
し

た
。
2
0
1
0
年
の
D
滑
走
路
供
用
以
来
、
快

進
撃
を
続
け
て
き
た
羽
田
も
、
中
韓
方
面
の
路

線
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
マ
イ
ナ

ス
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
総
合
す
る
と
9
月
の
海
外
旅

行
者
総
数
は
、
震
災
後
の
2
0
1
1
年
6
月
以

来
、
1
年
3
カ
月
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
一方
、
9
月
半
ば
か
ら
前
年
を
下
回
っ
た
成
田

の
日
本
人
出
発
旅
客
数
は
10
月
の
体
育
の
日
の

連
休
前
後
ま
で
に一旦
、
前
年
並
み
の
水
準
に

戻
し
ま
し
た
。
た
だ
、
も
れ
聞
く
業
界
の
先
行

予
約
の
状
況
は
や
や
弱
含
み
と
なって
お
り
、
こ

の
先
、
秋
か
ら
冬
の
市
場
動
向
か
ら
は
目
を
離

せ
な
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。　

リ
ピ
ー
ト・チ
ェ
ー
ン
を
絶
や
す
な

　
2
0
1
1
年
の
夏
以
降
、
旅
行
者
数
が
久
々

に
大
き
な
伸
び
を
み
せ
た
の
は
、
2
0
0
8
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
に
海
外
旅
行
を
再

開
し
た
層
の
中
か
ら
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
た
め
だ
と
筆

者
は
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
に
円

高
や
近
場
の
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
短
期
的
に
は
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
と
な
っ
た
震
災
も
、
回
復
局
面
以

降
の
推
移
を
み
る
限
り
、
過
去
10
年
以
上
に
わ

た
っ
て
低
迷
し
て
き
た
旅
行
意
欲
を
活
性
化
し

た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
だ
が
、
所
詮
、
旅
行
と
は
気
分
の
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
休
み
の
予
定
や
一
緒
に
行

く
仲
間
、
そ
し
て
懐
具
合
と
い
っ
た
条
件
が
揃

い
や
す
い
北
東
ア
ジ
ア
は
、
そ
の
意
味
で
重
要

な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
中
核

的
な
国
々
へ
の
旅
行
が
お
し
な
べ
て
敬
遠
さ
れ

る
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、
気
分
が
萎
え
、
上

り
調
子
の
市
場
の
流
れ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
意
味
で
、
今
後
、
ウ
ォッ
チ
し
て
い
く
必

要
性
が
最
も
高
い
の
は
20
代
な
ど
若
年
女
性
の

動
向
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
無
論
、〝
再
加
熱
〟

さ
れ
た
旅
行
意
欲
は
こ
の
層
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
層
は
今
後
の
動
向
を
敏

感
に
映
し
出
す
鏡
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
こ
の
年
代
の
海
外
旅
行
ピ
ー
ク
月
が
、

い
わ
ゆ
る
〝
レ
イ
ト
サ
マ
ー
〟、
9
月
で
あ
る
こ

と
は
読
者
の
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
海
外
旅
行
頻
度

は
せ
い
ぜ
い
年
1
回
～
2
回
程
度
で
す
。
領
土

問
題
は
そ
の一番
の
ス
ポ
ッ
ト
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
旅
行
業
界
に
働
く
者
に
と
っ
て
、
中

国
、
韓
国
と
の
間
で
繰
り
返
さ
れ
る
政
治
問
題

は
頭
痛
の
種
で
す
。
し
か
し
「
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
」
と
諦
め
る
の
は
早
す
ぎ
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
旅
行
市
場
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
流

れ
を
守
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
領
土
問
題

で
夏
の
旅
行
を
諦
め
た
人
に
、
間
違
い
な
く
、

次
の
旅
行
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
代
替

す
る
方
面
は
海
外
に
限
ら
ず
国
内
で
も
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
説
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、
〝
ま
た
旅
行
し
た
い
〟
と
い
う
気
持
ち

を
強
め
て
も
ら
う
に
は
、
繰
り
返
し
旅
行
に

行
っ
て
も
ら
う
、
そ
の
リ
ピ
ー
ト
の
チ
ェ
ー
ン

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
最
高
の
方
策
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　
業
界
が
連
帯
し
た
対
応
、
海
旅
畑
と
国
内
畑

と
が
連
携
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

領
土
問
題
か
ら
９
月
の
海
外
旅
行
者
数
は
1
年
3
カ
月
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
そ
う

で
す
。
業
界
内
で
は
旅
行
需
要
そ
の
も
の
は
引
き
続
き
底
堅
い
と
い
う
見
方
が
主
流
の
よ

う
で
す
が
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

成田空港の日本人出発旅客数動向

※震災前の１年間、2010年３月～2011年２月の一日あたり日本人出国旅客数を１００とした指数
※週移動平均値、２０１１年のデータについては２０１２年と同じ曜日並びとなるよう調整してある。
※横軸の日付は日曜のみを表示している。
※データは（公財）日本交通公社が関係筋から独自に収集したもの
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サエプラハマン氏（右）

ルストー・ララン氏夫妻を囲んで アシュリー・ハーヴィー氏

12月に就航する羽田発着便に期待
インドネシア　10月10日（水）
ガルーダインドネシア航空　日本・韓国・中国アメリカ地区総
代表 リスナンディ・サエプラハマン氏
同航空が12月から就航するバリへの羽田発着便について、

「今後、日本・インドネシア間の観光交流を拡大するため、サ
イクリングツアーをはじめ、さまざまな活動を行っていきたい」
と同氏。「ハネムーンデスティネーションとしてだけでなく、今
後は新しいイメージ戦略のなかでインドネシアの多様な魅力
を日本市場に見せていただきたい」と中村理事長。

日本語ホームページの立ち上げも
セーシェル　10月15日（月）
セーシェル共和国外務省外務次官モーリス・ルストー・ララン氏
同氏はセーシェルへの観光客増加について、日本語での
ホームページの立ち上げや日本の旅行会社との関係を
強化、さらには中東の航空会社の利用による日本からの
飛行時間の短縮によって、今後、両国間の交流が増えれ
ば、セーシェル航空の日本への直行便も就航させたい、と
意欲的に話されました。

●環境省からのお知らせ
南極観光旅行に参加する旅行者の届出手続等について
　このたび、環境省より、南極観光旅行に関する届出手続等につ
いての説明がありました。以下、その概要を紹介しますので、南極
観光を含む旅行を実施する場合は事前に環境省に照会するなど
して、手続の漏れがないようにしてください。
【手続の概要】
（１）日本の旅行業者が南極観光を含む旅行を主宰する場合
　イ．旅行業者は、環境大臣宛に南極地域に与える影響に係る

基準を満たしている旨の確認（事実上の許可）を受けなけ
ればなりません。

　ロ．上記イ．の確認を受けた旅行業者は、旅行参加者の決定
後、「行為者証」の交付申請を行い、旅行参加者は環境省
から交付を受けた行為者証を南極地域で携帯しなければな
りません。

（２）外国の事業者が実施する南極観光旅行を日程の一部に組み
込んで実施する場合
　イ．募集型企画旅行の日程の一部に、外国の事業者が実施す

る南極観光旅行を組み込んで実施する場合は、日本の旅
行業者は、外国の事業者が外国の政府から南極観光旅行
を実施することの許可（上記「（１）イ」の確認に相当するも
の）を受けていること及び許可をした国や機関等を確かめて
ください。

　ロ．旅行業者は、参加者から上述の許可機関等を記載した届
出書（参加者の住所・氏名・捺印が必要）を取りまとめて、環
境省の窓口に提出してください。

【環境省からの書面は下記で確認を】
JATAホームページ、会員・旅行業の皆様へのTOPICS
2012年10月29日　南極観光旅行に参加する旅行者の届出手
続等について　をご確認ください。

旅行業界と力を合わせて
イギリス　10月16日（火）
英国政府観光庁（Visit Britain）日本代表アシュリー・ハー
ヴィー氏
就任あいさつのためJATA本部を訪問。「英国は日本人に
とって旅行したい国の第6位ですが、実際には日本人が最も
訪れている10カ国には入っていないことから、日本に対する観
光促進策の方向の転換が必要とされています。日本の旅行
業界と力を合わせ、Beyond Londonなどといったテーマで英
国への観光を促進していきたい」とハーヴィー氏。

A.G.ヴィリリ氏の後任に氏家氏が就任
10月25日（木）
ソラーレ ホテルズ アンド リゾーツ㈱代表取締役A.G.ヴィリリ
氏と取締役氏家氏

A.G.ヴィリリ氏が同社退任の挨拶と、11月1日に後任に就任
する取締役氏家氏と連れ立ってJATA本部事務局を訪
問。中村理事長らと懇談されました。

要人往来
今月も多くのJATAへのご挨拶をいた
だきました。とくに、旅行業界とのパー
トナーシップ強化の声が目立っていま
した。
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Special 
Interview

We have to Step Up from Reconstruction to Promotion;
“1,000 Project” Implemented in 6 Tohoku Prefectures on Dec 3-4

On December 3 and 4, the 
Japan Association of Travel 
Agents (JATA) will conduct its 
“Tohoku(Northeastern region 
of Japan) Reconstruction 
Support 1,000 Project” in 
which it will send around 
1,000 associates, including 
staff from member agencies, 
t o  s i x  p r e f e c t u r e s  i n 
northeastern Japan. Already, 
the routes  which wil l  be 
based on four itineraries in 
the prefectures have been 

selected, and JATA staff members are finishing up talks 
with related parties on the details of the discussions and 
practical surveys to be conducted during the project. We 
talked again recently with Katsuhisa Yoshikawa, chair of 
the JATA Domestic Travel Promotion Committee, who is 
playing a pivotal role in the implementation of this project, 
concerning his thoughts on the direction of the project and 
the developments expected to follow the project.

“Since the Great East Japan Earthquake, JATA has actively 
provided support in various forms for reconstruction of 
the Tohoku region. We have been engaged in humanitarian 
support activities for reconstruction, ranging from donation 
solicitation and volunteer tours to inviting children from the 
disaster area to Tokyo Disney Resort and Ueno Park, and 
holding charity auctions for reconstruction support not just 
last year but this year as well. Moreover, through taking 
part in Housing Eco-Points for Reconstruction Support, we 
are advancing economic reconstruction support projects in 
the disaster area. Housing Eco-Points for Reconstruction 
Support is the first public-service project in which JATA 
members have been involved since JATA became a general 
incorporated association. We began accepting applications 
this year. By October 28, we had received 9,700 applications 
to cash in points, and the cash value exceeds 510 million 
yen.”

“Now that over one year has passed since the disaster 
occurred, the focus is shifting from emergency measures 
for reconstruction support to more full-scale measures 
which will enable the Tohoku region to restart its regular 
economic activities. So, the travel industry must also 
continue to be engaged in this. When we were considering 

whether we could do something that goes a step farther than 
conventional types of support, we realized that it is probably 
important not to be limited to reconstruction support 
but to be engaged in ways that lead to ongoing regional 
promotion through creation and sales of travel products, 
which is the real job of the travel industry. When we held 
a meeting of the Domestic Travel Promotion Committee 
in Fukushima Prefecture and talked to local people, we 
became seriously aware of how important getting people 
to travel to the Tohoku region is. Of course, in some areas, 
it is necessary first to rebuild the infrastructure and to 
reopen accommodation facilities. JATA wants to continue to 
provide support to relaunch Tohoku tourism, in cooperation 
with Japan Tourism Agency, local towns, Tohoku Tourism 
Promotion Organization and everyone in the local Tohoku 
travel industry as well as related bodies and organizations 
such as Japan Railways and airline companies.”

“Until now, in our reconstruction support carried out 
through planning, creation, and sales of travel products, 
we have requested that each of our member travel agencies 
act of their own accord. From here forward, the industry 
must work together as one on initiatives that will lead from 
reconstruction support to promotion of the Tohoku region. ”

“It is important to let people see how much the travel 
industry is contributing to the reconstruction of the 
Tohoku region. We look forward to our staff from our 
member agencies actually visiting the area, discovering 
new tourism resources in each prefecture in Tohoku, using 
those resources to develop attractive travel products, and 
expanding demand for trips to the Tohoku region. We also 
plan to invite staff from foreign embassies in Japan, foreign 
airline companies, and the foreign government tourism 
offices to participate in the project. We hope that they will 
tell the associated parties in their countries about what 
they observed and what Tohoku is actually like, which will 
further promote the inbound tourism to Japan.”

“To boost the effects of this project even more, we intend to 
hold a contest involving the planning of a trip to the Tohoku 
region. Since our goal this time is to expand demand 
through planning, creating, and selling new travel products, 
we want to do things such as, for example, having the 
whole industry use the same slogan or logo to represent the 
industry’s stance toward contributing to reconstruction of 
the Tohoku region together with our customers.”

Katsuhisa Yoshikawa, Chair, 
JATA Domestic Travel Promotion 

Committee and
Chief Executive Officer (CEO), 
Kinki Nippon Tourist Co., Ltd. 
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Travel Industry Monthly Report

Outbound Travel from Japan Declined 0.7% in September
―First Contraction since June last year―

According to the estimate of the Japan National Tourism 
Organization (JNTO) released on October 19, the number 
of Japanese travelling overseas in September was 
1,625,000 persons, a decline of 0.7% year on year. This 
is the first decline in 15 months, since June last year. The 
decrease amounted to approximately 12,000 persons from 
the September 2011 figure of 1,637,158 persons.

Even so, the cumulative total for January through 
September this year was 14,153,000 persons, a 13.1% 
increase in annual terms and a 13.3% rise compared 
to September 2010, and outbound travel has been 
maintaining double-digit growth. 

The decline in outbound travel from Japan in September 
is attributed to a reduction in trips to China. This was in 
reaction to the anti-Japanese sentiments expressed in the 
anti-Japanese demonstrations that spread across China 
in the wake of the acquisition of Senkaku Islands by the 
Japanese government on September 11. 

Looking at travel by Chinese to Japan, a 74.3% increase 
year on year was posted during January through August 
this year. However, travel by Chinese to Japan was also 
heavily impacted by the changing sentiments toward 
Japan due to the Senkaku Islands dispute. In September, 
growth plummeted to 9.8% in annual  terms,  new 
reservations grew sluggish, and cancellations of trips to 
Japan, particularly group tours, occurred. 

Nevertheless, according to JNTO’s estimates of inbound 
travel by foreign visitors coming to Japan, growth has 
remained high, with overall figures for foreign visitors 

increasing in September by 22.6% year on year, to 
660,500 persons, and the cumulative figure for January 
through September growing 41.3% in annual terms, to 
1,849,000. However, compared to 2010, the September 
figure was down 8.0% and the January through September 
figure was down 4.1%. The decrease in both figures 
indicates that travel has not yet recovered to the level 
prior to the Great East Japan Earthquake. 

Japanese Overseas Travelers     （Unit: Persons）

Month 2011 2012 Change
1

Jan. 1,282,348 1,331,144 3.8
2

Feb. 1,391,193 1,572,587 13.0
3

Mar. 1,420,584 1,737,033 22.3
4

Apr. 1,114,906 1,410,963 26.6
5

May. 1,152,339 1,431,204 24.2
6

Jun. 1,267,227 1,481,674 16.9
1〜6

Jan.-Jun. 7,628,597 8,964,605 17.5
7
Jul. 1,465,379 1,595,000 9.1
8

Aug. 1,786,412 1,965,000 10.0
9

Sep. 1,637,158 1,625,000 -0.7
1〜9

Jan.-Sep. 12,517,546 14,153,000 13.1
1〜12
Jan.-Dec. 16,994,200

JAPAN NATIONAL TOURISM ORGANIZATION

The Entire Industry Should Tackle the Challenging Circumstances
―The Best Policy is to Maintain the “Repeat Chain”―

The fact that the September figure 
for outbound Japanese travelers was 
negative YOY for the first time in 
15 years is a troublesome concern 
for the travel industry. However, 
in challenging circumstances such 
as these, Hiroshi Kurosu, senior 
researcher at the Japan Travel Bureau 
Foundation, points out the renewed 
importance of the “repeat chain” in 
which the same travelers go on trips 
repeatedly. 

“According to my analysis, the cause of the first large 
increase in a long while in travelers that occurred in the 
summer of 2011 is that many repeaters who began traveling 
overseas following the 2008 Lehman shock are returning to 
the market.”

“However, a trip might really be a feeling after all. In 
that sense, northeastern Asia is an important destination 
because it is easy to coordinate vacation schedules, traveling 
companions, and the capacity to pay for this destination.”

“From here forward, I think trends among young women 
in their twenties are what we should watch the most. This is 

because it is anticipated that this group will most sensitively 
reflect the upcoming trends.”

“I think all of our readers are aware that the peak month 
for travel by this age group is September, or what we call 
late summer. Moreover, the frequency of their overseas trips 
for leisure purposes is once or twice a year at most. The 
territorial dispute is having a pinpoint impact on the most 
popular spot.” 

“For those of us who work in the travel industry, the 
recurring political problems with China and South Korea are 
a real headache. However, it is too soon to give up and say, 
‘There is nothing that can be done.’ The important thing is 
to maintain the positive flow in the travel market, or in other 
words, to make sure that the people who cancelled their 
summer travel plans due to the territorial dispute do go on 
their next trip.” 

“It is paradoxical, but I think that to strengthen people’s 
feeling that they ‘still want to travel,’ the best policy is to 
get them to go on trips recurrently so as to keep the ‘repeat 
chain’ going. I think the industry needs to respond in 
solidarity and to take measures to cooperate in the overseas 
market and the domestic market.”

Hiroshi Kurosu
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Travel Industry Monthly Report

Signing of MOU for the Japan-US Tourism Exchange Year
―Aiming for 3.75 million Japanese Travelers to the US in 2016―

Slot Allocation at Haneda to Be Decided within the Year
―MLIT Studies Expansion Plan for Next Summer Schedule―

On September 21, the Japan Association of Travel Agents 
(JATA) signed a Memorandum of Understanding (MOU) 
with Brand USA for the implementation of the Japan-US 
Tourism Exchange Year, which runs from September 2012 
to August 2013. The aim is to boost the number of Japanese 
tourists traveling to the US. 

In attendance at the signing ceremony were four 
government officials: Tadashi Shimura, Vice-Commissioner 
of the Japan Tourism Agency, Yoshimichi Terada, Director 
of the Tourism Industry Division at the same agency, 
Andrew Wylegala, Minister-Counselor for Commercial 
Affairs at the American Embassy Tokyo, and Todd 
Davidson, Chair of the United States Travel and Tourism 

Advisory Board. The signing of the MOU was performed 
by Hiromi Tagawa, Vice Chairman of JATA, and Paul A. 
Cerula, Chief Business Development Officer of Brand USA.

The Japan-US Tourism Exchange Year will promote 
expansion of exchanges between the two countries and 
contribute to two-way tourism. It will also advance positive 
initiatives that promote travel from Japan to the US in order 
to attain the goal of 3.75 million Japanese travelers visiting 
the US by 2016. 

During the Tourism Exchange Year, there will be seven 
major activities going on: (1) announcement of, and boosting 
name recognition of, the Japan-US Tourism Exchange 
Year, (2) promotion of educational and training programs 
for travel agents, (3) preparation and implementation of 
plans and campaigns to foster development of new travel 
products, (4) sparking of demand for travel by fostering 
exchanges between Japan-US sister cities, (5) preparation 
and implementation of plans and campaigns to support 
flight service to new cities, (6) initiatives for increasing 
mutual participation in the JATA Tourism Forum and Travel 
Showcase in Japan and International Pow Wow in the US, 
and (7) fostering of exchanges between the Japanese and US 
travel industries through regular industry conferences. 

The Japan-US Tourism Exchange Year Working Group is 
scheduled to draw up concrete action plans which will be 
released as soon as it is ready.

On October 29, the Civil Aviation Bureau of the 
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 
(MLIT) held the fourth meeting of the Haneda Slot 
Allocation Standards Study Subcommittee (Chairperson: 
Kenzo Takeuchi [Director of Commerce], Professor, 
Department of Economics, Division of Global Social 
Sciences, School of Arts and Sciences, Tokyo Woman’s 
Christian University).

In conformity with MLIT’s growth strategy,  the 
subcommittee plans to expand the  slots on domestic 
flights arriving at Haneda Airport from the current 25 
flights per day (or approximately 20,000 flights annually), 

starting with the summer 2013 timetable (from March 31, 
2013). 

In preparation for allocating the new slots to airlines, 
the subcommittee was set up under the Aviation Working 
Subcommittee of the Council for Transport to study 
the issues involved from specialized and technological 
perspectives. The subcommittee held its first three 
meetings this year in July and August, and on October 1. 

At the second meeting in August, hearings were held 
with six domestic airlines, including Sky Net Asia 
Airways, Starflyer, Japan Airlines, Skymark Airlines, All 
Nippon Airways, and Air Do. Each company clarified its 
basic stance and requests concerning the slot allocation. 

The subcommittee is pursuing its task with consideration 
for  whether al location should act ively weigh the 
motivation of regions in view of the possibility for local 
revitalization that includes tourism and with consideration 
for what measures may be necessary to further maintain 
and enhance the regional aviation network, given that the 
domestic aviation network is shrinking.

The ministry indicated that it would like to allocate the 
new slots for the summer 2013 timetable within the year, 
once the subcommittee concludes its work.

Allocation of the slots at Haneda Airport will be expanded next summer

Hiromi Tagawa shakes hands with Paul A. Cerula after signing the MOU
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事務局
便り

　10月号の特集記事でご報告した通り、東北6県へ
JATA会員社員など1000人を派遣する「東北復興支
援プロジェクト」がいよいよ具体的に動き出します。現
段階の予定では12月3日と4日の2日間、JATAが主催
する新幹線利用コースと貸し切りバスコース、計25の
研修旅行が設定され、さらにこれにプラスして地域が
招聘する研修旅行も計画されています。
　まず、「隗より始めよ」ではありませんが、復興の具体

的支援策としてJATA会員会社の皆様が東北各地へ
と自ら旅立ち、自分の目で見て、肌で感じた成果を、今
後の旅づくりとお客様への旅のご案内に生かしていた
だくことこそが、旅行会社にしかできない最高の復興
支援策ではないかと思います。
　10月号でご報告した「ツアーグランプリ2012年」の受
賞者の喜びの声をJATAのホームページにも掲載い
たしました。ぜひご覧ください。

11月12日 JATA国際観光フォーラム･旅博
運営会議／本部

11月13日 訪日旅行推進委員会／本部
11月13日 関西消費者委員会／関西支部

11月14日 JATA国際観光フォーラム･旅博
推進会議／本部

11月15日 日本インド観光促進委員会／本部
11月22日 国内旅行推進委員会／本部
11月22日 メコン地域観光促進委員会／本部
11月27日 国内旅行委員会／関東支部
11月28日 総務委員会／関東支部
11月29日 幹事会／関東支部
11月30日 研修・試験委員会／本部
12月3日～4日 法制委員会／本部
12月4日 インバウンド委員会／関東支部
12月6日 海外旅行委員会／関東支部
12月7日 旅行業法制度研究部会／本部
12月7日 業務改善委員会／本部
12月7日 政策検討委員会／本部
12月12日～16日 幹事会／中部支部
1月17日 旅行業法制度研究部会／本部

11月10日～11日 房総・飯山家族収穫体験ツアー／国内旅行推進委員会
11月12日 アセアンセミナー／海外旅行推進委員会
11月13日 苦情対応セミナー（小倉）／業務改善委員会
11月13日 NDSブータンセミナー／海外旅行推進委員会
11月14日 苦情対応セミナー（福岡）／業務改善委員会
11月15日 苦情対応セミナー（長崎）／業務改善委員会
11月15日～19日 タイ・カウンター対象研修旅行（東京）／海外旅行推進委員会
11月19日～22日 旅程管理研修（東京・名古屋）／研修・試験委員会
11月21日 南部アフリカシンポジウム／海外旅行推進委員会
11月21日 苦情対応セミナー（金沢）／業務改善委員会
11月26日～29日 旅程管理研修（大阪）／研修・試験委員会
11月27日～30日 旅程管理研修（福岡）／研修・試験委員会
11月28日 苦情対応セミナー （仙台）／業務改善委員会
11月29日 苦情対応セミナー（盛岡）／業務改善委員会
11月29日～12月3日  タイ・カウンター対象研修旅行（東京）／海外旅行推進委員会
12月3日～4日 東日本復興支援1000人プロジェクト／国内旅行推進委員会
12月4日 苦情対応セミナー（大阪）／業務改善委員会
12月5日 苦情対応セミナー（静岡）／業務改善委員会
12月6日 苦情対応セミナー（名古屋）／業務改善委員会
12月6日～10日 タイ・カウンター対象研修旅行（東京）／海外旅行推進委員会
12月10日 苦情対応セミナー （岡山）／業務改善委員会
12月11日 苦情対応セミナー （山口）／業務改善委員会
12月12日 苦情対応セミナー （広島）／業務改善委員会
12月13日 香港MICEセミナー（札幌）／海外旅行推進委員会
12月14日～18日 タイ・カウンター対象研修旅行（東京）／海外旅行推進委員会

●JATA業務予定表　11月10日（土）～1月17日（木）
※予定表は変わることがあります。詳しくはJATAホーム
ページ（会員限定ページ）をご覧ください。

本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すでに申
込受付締切をした研修・セミナーもあります。



20   2012 NOV  JATA Communication

岩
塊
を
掘
り
貫
い
た
驚
嘆
の
教
会
群

 

ア
ブ
ダ
ビ
経
由
で
フ
ラ
イ
ト
時
間
も
短
縮

 

「
中
東
と
ア
フ
リ
カ
の
十
字
路
」
と
呼
ば
れ

る
エ
チ
オ
ピ
ア
。
そ
の
歴
史
と
文
化
を
象
徴

す
る
よ
う
な
世
界
遺
産
が
ラ
リ
ベ
ラ
の
岩
窟

教
会
群
で
す
。
12
世
紀
に
建
造
さ
れ
た
教
会

は
〝
遺
跡
〞
で
は
な
く
、
現
在
も
各
地
か
ら

多
く
の
信
者
を
集
め
て
お
り
、
〝
生
き
た
聖

地
〞
と
し
て
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

光
と
影
の
建
築
美
を
じ
っ
く
り
と

　

エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
は
4
世
紀
ま
で
遡
り
ま
す
が
、
本
格
的
な

教
会
の
建
築
が
始
ま
っ
た
の
は
12
世
紀
か
ら

で
す
。
王
国
の
権
力
争
い
を
逃
れ
て
キ
リ
ス

ト
教
の
聖
地
・
エ
ル
サ
レ
ム
で
25
年
間
に
及

ぶ
亡
命
生
活
を
送
っ
た
ラ
リ
ベ
ラ
王
子
が
、

1
1
8
5
年
に
本
国
へ
戻
っ
て
王
位
に
就

き
、
構
築
し
た
の
が
ラ
リ
ベ
ラ
の
岩
窟
教
会

群
で
す
。

　

岩
塊
の
上
か
ら
四
辺
形
の
溝
を
深
く
掘
り

下
げ
て
、
建
物
全
体
を
浮
き
出
さ
せ
て
か
ら

外
部
と
屋
根
に
彫
刻
を
施
す
と
い
う
工
法

は
、
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
で
す
。
巨
大
な
一

枚
岩
を
掘
り
貫
い
た
建
造
物
は
、
世
界
的
に

も
類
を
見
ず
、
1
9
7
8
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
の
建
造
物
が
点
在
す
る
ラ
リ
ベ
ラ
の
壮

大
な
教
会
群
は
、
と
て
も
1
日
で
は
見
尽
く

せ
ま
せ
ん
。
最
低
で
も
2
日
、
で
き
れ
ば
3

日
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
刻
々
と
過
ぎ
る
時
間

と
と
と
も
に
、
光
と
影
が
織
り
な
す
類
を
見

な
い
建
築
美
を
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
見

学
し
た
い
も
の
で
す
。

10
〜
1
月
が
好
適
な
旅
行
シ
ー
ズ
ン

　

東
ア
フ
リ
カ
で
唯
一の
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教

と
し
て
い
た
国
で
も
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、1

月
に
国
中
が
活
気
に
あ
ふ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の

「
テ
ィ
ム
カ
ッ
ト
祭
り
」や
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ク
リ
スマ

ス・ゲ
ン
ナ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。季
節
的
に
も
、

雨
期
が
明
け
た
10
月
〜
1
月
頃
は
、各
地
と
も

雨
が
降
る
こ
と
の
な
い
日
中
20
度
前
後
の
快
適

な
シ
ー
ズ
ン
で
す
か
ら
、ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
上

で
は
、こ
の
時
期
が
ラ
リ
ベ
ラ
を
訪
問
す
る
最
適

の
時
期
の一つ
と
言
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
か
ら
エ
チ
オ
ピ
アへは
、香
港・バ

ンコ
ク
経
由
の
ル
ー
ト
が一般
的
で
し
た
が
、エ
テ
ィ

ハ
ド
航
空
が
11
月
1
日
か
ら
ア
ブ
ダ
ビ
／
ア
ジ
ス

ア
ベバ
線
で
エ
ア
バ
ス
A
3
2
0
型
機
に
よ
る
週

5
便
の
運
航
を
開
始
。同
航
空
は
、東
京
か
ら
の

直
行
便
と
名
古
屋
か
ら
の
北
京
経
由
便
を
週
5

便
ず
つ
ア
ブ
ダ
ビへ
運
航
し
て
お
り
、日
本
か
ら
エ

チ
オ
ピ
ア
への
フ
ラ
イ
ト
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
年
か
ら
は
、東
京
／
ア
ブ
ダ
ビ
線

と
ア
ブ
ダ
ビ
／
ア
ジ
ス
ア
ベバ
線
が
何
れ
も
デ
イ

リ
ー
運
航
に
増
便
さ
れ
る
予
定
で
、日
本
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
さ
ら
に
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ラリベラ［エチオピア］

聖ゲオルギス教会

ラ
リ
ベ
ラ
の
教
会
内
部
の
見
事
な
壁
画

エ
チ
オ
ピ
ア
正
教
の
神
父

ア
ッ
バ
リ
バ
ノ
ス
教
会

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
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米国の3州から南三陸
町を訪問した高校生らに
とって、ホタテやホヤな
どの水揚げは新鮮な体
験でした

浸水エリアの視察と被災体験を語る活動は、次代を担う若者などに「真実」
を伝える取り組みです

「学びのプログラ
ム」では地域のボラ
ンティアグループ・
メンバーによる座
学も行われます

漁
業
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
復
活
へ

 　

被
災
体
験
伝
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
両
輪
に

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
前
か
ら
、教
育
旅
行
や

着
地
型
旅
行
、交
流
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
体
制

整
備
と
事
業
展
開
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
南
三
陸
町
。震
災
に
よ
り
体
験
ブ
ロ
グ
ラ
ム
の

ベ
ー
ス
と
な
る
地
域
の
生
業
も
深
刻
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
復
活
に
向
け
た
歩
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

　今
年
7
月
、日
本
を
訪
れ
た
米
国
の
高
校
生
ら

約
80
人
が
宮
城
県
南
三
陸
町
の
養
殖
施
設
を
訪
れ

て
、水
揚
げ
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　南
三
陸
町
で
は
震
災
前
か
ら
、町
内
で
盛
ん
な
ホ

タ
テ
や
ホ
ヤ
な
ど
の
養
殖
施
設
を
活
用
し
た
漁
業

体
験
を
は
じ
め
、農
林
業
体
験
も
含
め
た
地
域
の
生

業
を
ベ
ー
ス
と
す
る
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　南
三
陸
町
観
光
協
会
は
2
0
0
9
年
6
月
、旅

行
業
登
録
を
前
提
に
法
人
化
を
実
現
。2
0
0
8

年
度
に
実
施
さ
れ
た「
仙
台・宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
も
合
わ
せ
て
、観
光
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
地
域
の
気
運
が
高
ま
り
、

2
0
1
0
年
度
に
は
教
育
旅
行
で
の
児
童
生
徒
受

入
れ
人
数
が
倍
増
以
上
の
伸
び
を
示
す
な
ど
の
成

果
を
挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
と
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
沿
岸
部
を
襲
っ
た
大

津
波
の
影
響
に
よ
り
、漁
業
体
験
や
農
林
業
体
験
の

ベ
ー
ス
と
な
る
地
域
の
生
業
も
深
刻
な
打
撃
を
受

け
、各
種
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
休
止
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。今
年
7
月
に
実
施
さ
れ
た
米
国
の

高
校
生
ら
に
よ
る
漁
業
体
験
は
、震
災
後
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
復
活
第一号
と
な
り
、地
元
の
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、地
域
に
も
明
る

い
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一般
の
ツ
ア
ー
で
も
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　一方
、南
三
陸
町
で
は
、昨
年
8
月
か
ら
東
日
本

大
震
災
の
被
災
体
験
を
伝
え
る「
南
三
陸
町
学
び

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
累
計
の
参
加
者
数
で
1
万
人
を

超
え
る
な
ど
、着
地
型・体
験
型
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。南
三
陸
町

観
光
協
会
で
は
、こ
の「
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
継

続
す
る一方
で
、従
来
か
ら
の
漁
業
体
験
や
農
林
業

体
験
な
ど
に
つい
て
も
、生
活
基
盤
や
生
産
現
場
の

復
旧・復
興
状
況
に
即
し
て「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

再
開
を
進
め
て
い
き
た
い
」（
同
観
光
協
会・佐
藤
昭

洋
主
査
）方
針
で
す
。

　「す
で
に
、来
年
春
の
修
学
旅
行
を
見
据
え
て
、

旅
行
会
社
の
担
当
者
や
学
校
の
先
生
な
ど
に
よ
る

視
察
も
少
し
ず
つ
出
て
き
て
お
り
、教
育
旅
行
だ
け

で
な
く一般
のツ
ア
ー
な
ど
で
も
、対
応
可
能
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
程
に
盛
り
込
む
こ
と
を
旅
行
会
社

の
皆
さ
ん
に
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」（
佐
藤
主
査
）
　

南
三
陸
町
観
光
協
会（
電
話
〇
二
二
六‐四
七‐二
五
五
〇
）

南三陸町［宮城県］ 素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
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株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

～旅行業者に必要とされる保険です。この機会にぜひご加入をご検討ください～
2012年度「旅行業者賠償責任保険」・「旅程保証責任保険」現在募集中

JATA会員企業向け団体保険制度のご案内

JATA保険種類

旅行業者にみられる
費用負担事例

契約書面にて明示していた景観（海側
の部屋等）の客室を用意できず、別の
客室（山側の部屋等）が用意された。
旅行開始後に発覚し、旅程保証責任
に定められた変更補償金２％をお客様
に支払う必要が生じた。

旅行を中止すべき状態（悪天候等）に
おいて、不的確な指示をしたことにより
お客様が事故に遭遇し重傷を負わせ
た。
賠償責任をめぐり裁判となり、多額の争
訟費用、賠償金を支払う必要が生じた。

団体保険概要

契約書面に記載した旅程に企画旅行
約款別表に定める重要な変更が生じた
場合に、標準旅行業約款（企画旅行約
款）の旅程保証の規程に基づいて旅行
者に対して変更補償金を負担する場合
に生じる損害を補償します。

旅行業者としての業務を行うにあたり、
職務上相当な注意義務を尽くさなかっ
たことにより、他人の身体に障害を与え
たり、財物を損壊した場合、または財産
上の損害を与えた場合に、被保険者が
法律上の賠償責任を負担することに
よって被る損害を補償します。

補償の対象
となる損害

標準旅行業約款（企画旅行約款）の旅
程保証の規定に定められている別表の
補償率に応じて、旅行業者が旅行者に
支払った変更補償金の額。

法律上の損害賠償金
弁護士費用等の争訟費用
損害防止軽減費用
緊急措置費用
協力費用

対象業務
・企画旅行・企画旅行

・手配旅行
・その他の旅行契約

旅程保証責任保険旅行業者賠償責任保険

＊上記表は、JATA団体保険制度（旅行業者賠償責任保険、旅程保証責任保険）の概要を示したものです。詳細は、パンフレットJATAホームページ・「会
員向け有料サービス」または、㈱ジャタホームページhttp://www.yu-jata.comをご覧ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険㈱
共同引受保険会社：ＡＩＵ保険会社　エース損害保険㈱　ジェイアイ傷害火災保険㈱　三井住友海上火災保険㈱
＊上記保険の内容は、2012年12月1日午後4時から2013年12月1日午後4時までを保険期間とするご契約の内容です。
「補償内容等については、契約者である日本旅行業協会の事務局にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明点がありましたら㈱ジャタまたは引受保険会
社におたずねください。」

12-T-05453（2012年10月作成）

JATA従業員災害補償制度のご案内

お問い合わせ

株式会社 ジャタ　TEL 03-3504-1751
AIU保険会社 東京第二ICONオフィス　TEL 03-5637-0721

・業務中　・通勤途上中
・地震、噴火、津波時の労働災害の備えに

≪健康・医療の無料相談サービス≫
■24時間電話健康相談サービス　■メンタルケアカウンセリングサービス
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